
3月

第770号毎月1回発行
2015年（平成27年）

市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人

2015（平成27）年1月末現在
総人口 323,200（2,906）

（1,757）

男
女
世帯数 144,405

156,546（1,651）
166,654（1,255）

広報 市民の友
発行
編集

印刷

：
：

：

那覇市
秘書広報課

有限会社サン印刷
☎（代表）867-0111
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号

　
　

　
 ひ

と  つ なぐ  まち

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

主 な 紙 面

…
…
…
…
…
…
…

１

…
…
…
…
…
…
…
…

２

…
…
…
…
…

３

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４

●
被
災
地
か
ら
学
ぶ
も
の

●
ヘ
ル
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン

●
ほ
け
ん
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
津
波
浸
水
想
定
マ
ッ
プ（
那
覇
空
港・具
志
）／

　
松
山
公
園
連
携
施
設
愛
称
募
集
／

　
環
境
ト
ピ
ッ
ク

●
ニ
ュ
ー
ス・ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

●
平
成
27
年
度
　
施
政
方
針

●
末
吉
の
森
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
！
／
そ
の
他

●
情
報
パ
ッ
ク

●
協
働
さ
ん
／
博
物
館
ト
ピ
ッ
ク
ス
／

　
う
ち
な
ー
ぐ
ち
や
あ
じ
く
ー
た
ー

…
…
…
…
…
…
…
…

５

…
…
…
…
…

６
〜
７

…

８

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

９
〜
11

…
…
…
…
…

12

「
福
祉
避
難
所
」協
定

防
災
対
策
検
討
女
性
チ
ー
ム
設
置

【対象】

地域の支援団体とは、自主防災組織や民生委員児童委員連合会などの
団体で、個人情報の保管体制が整備されている市長が認める団体です。

市内在住で下記のいずれかの条件に該当する方で、
地域の支援団体への情報提供に同意できる方。

【名簿の活用】
名簿は地域の支援団体に提供され、次の活動に利用されます。

【地域の支援団体】

【申請方法】
受付窓口に備え付けの「申請書」に必要事項を記入し、申請ください。 福祉避難所の位置づけ
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……………………………………………………………

………………………………………………………

………………………………………………………………

　市では、「避難支援希望者名簿」を作成しています。この名簿は、災害時に自
力で避難するのが困難な高齢者や障がいのある方などが、地域の支援団体等
による普段からの見守りや、災害時における避難支援を希望する場合に登録
する名簿です。災害はいつ起こるか分かりません！希望される方は、ぜひ早め
の申請をお願いします。

避難支援希望者名簿
作成にご協力を！

■那覇市役所（泉崎1-1-1）
　　福祉政策課
　　市民防災室
　　ちゃーがんじゅう課
　　障がい福祉課
■那覇市保健所
　　健康増進課
　　地域保健課
　または、最寄りの「地域包括支援センター」まで

FAX 862-0383
FAX 862-0614
FAX 862-9648
FAX 862-0621

FAX 853-7965
FAX 853-7965

☎ 862-9002
☎ 861-1102
☎ 862-9010
☎ 862-3275

☎ 853-7961
☎ 853-7962

……………………
……………………

……………
…………………

……………………
……………………

受付窓口

●高齢者　●障がいのある方　●その他支援が必要と市長が認める方

●災害時の安否確認や避難支援　●平常時の状況把握や支援者の確保
●市消防局による緊急時の情報活用

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
考
え
る
災
害
へ
の
備
え

１２３

災害直後の1次避難所 福祉避難所

要援護者

収容避難所
（小学校・中学校）

福祉避難室
（要援護者の一時的な避難所）

指定福祉避難所
（公民館・老人福祉センター
等で市が保有する施設）

協定福祉避難所
（社会福祉施設等）

配慮を必要する要授援者

専門的なケアを必要する要授援者

避
難

大規模災害
発生

自宅

避難所生活長期化
災害対策本部による決定にて
2次避難所開設

現
行
の
市
地
域
防
災
計
画
に
あ
る
担
当
名
・
役
割
名
だ
け
で
な
く
、

よ
り
具
体
的
な「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
整
備
。ま
た
、各
避
難
所

地
域
の
特
性
を
活
か
せ
る
よ
う
に
市
民
と
協
働
で
作
成
す
る
こ
と
。

女性チームによる提言女性チームによる提言

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
整
備

災
害
弱
者
が
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
た
緊
急
用
ト
イ
レ
を
避
難
所
に

設
置
す
る
。現
在
は
10
基（
障
が
い
者
用
２
基
含
む
）の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
が
新
都
心
地
区
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。（
テ
ン
ト
と
便
座
等
の

上
物
は
緑
化
セ
ン
タ
ー
と
上
下
水
道
局
に
て
保
管
）

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

災
害
時
に
避
難
者
が
記
入
す
る
「
避
難
者
カ
ー
ド
」、
そ
の
カ
ー
ド
を

元
に
作
成
す
る「
避
難
者
名
簿
」の
様
式
を
、も
っ
と
避
難
者
の
情
報
が

分
か
り
、情
報
開
示
意
思
の
可
否
が
分
か
る
よ
う
に
見
直
す
。

避
難
者
カ
ー
ド
、避
難
者
名
簿
の
様
式
見
直
し

　阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、今
年
で
20
年
、

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
は
４
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
災
害
を
教
訓
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
や
計
画
が
検
討
・
作
成
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　そ
ん
な
中
、
過
去
の
災
害
か
ら
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
人
へ
の「
特
別
な
配
慮
」や
、
さ
ら

に
生
活
者
で
あ
る
女
性
の
視
点
と
し
て
、

妊
産
婦
や
子
ど
も
へ
の
支
援
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
市
に
お
け
る
支
援
が
必
要
な

方
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
進
行
中
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
福
祉
避
難
所
」と
は
、
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
に
、
一
般
の
収
容

避
難
所
（
１
次
避
難
所
）
で
は

生
活
に
支
障
を
き
た
す
「
災
害

弱
者
」
へ
介
助
や
医
療
な
ど
専

門
的
な
ケ
ア
を
提
供
し
、
避
難

生
活
の
中
で
も
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
す
る
『
２
次
的
避

難
所
』の
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
災
害
弱
者
支
援
の

一
環
と
し
て
先
月
、
市
内
で
福

祉
施
設
を
運
営
す
る
14
法
人

と
「
福
祉
避
難
所
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。こ
の
協
定
に
よ

り
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
や
環

境
の
劇
的
な
変
化
に
対
応
で
き

な
い
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
へ

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
福
祉
政
策
課
　

■
市
民
防
災
室
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に
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い
て
】

◀「福祉避難所」協定締結式

締
結
し
た
法
人
は「
災
害
発
生
時
に
は
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
国
は
、平
成
23
年
12
月
に
見
直
し
た「
防

災
基
本
計
画
」な
ど
で
、避
難
所
の
運
営
や

仮
設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
に
女
性

の
参
加
を
推
進
し
、女
性
を
は
じ
め
と
す
る

生
活
者
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
配

慮
す
る
と
い
う
内
容
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
市
で
も
、女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防

災
対
策
を
促
進
す
る
目
的
で
、女
性
職
員

で
組
織
す
る「
防
災
対
策
検
討
女
性
チ
ー

ム
」を
昨
年
５
月
に
設
置
。１
月
に
は
、検

討
で
ま
と
め
上
げ
た「
３
つ
の
提
言
」を
市

の
防
災
対
策
推
進
会
議
へ
報
告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
城
間
市
長
へ
も
直
接
、提
言
内
容
の

説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
城
間
市
長
は「
女
性
的

な
視
点
や
細
や
か
な
心
遣
い
で
い
ろ
ん
な

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
の
提
言

が
市
の
地
域
防
災
計
画
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
で
、き
っ
と
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
の
支

援
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

　
防
災
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
か
ど
う
か

で
、も
し
も
の
時
の
落
ち
着
き
方
が
違
っ
て

き
ま
す
。ぜ
ひ
、普
段
か
ら
の
訓
練
や
身
近

な
人
と
話
す
機
会
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、こ
れ
か
ら
も
色
々
な
人
の
視
点

や
意
見
を
反
映
さ
せ
た
防
災
計
画
・
対
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防災対策検討女性チームが提言する新都心に整
備された災害用トイレのための汚水マンホール
（便座やテントなどの上物は近くの施設で保管）

◀

城間市長へ直接提言内容を説明する防災対策検討女性チーム

◀
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(表1)　県内 おたふくかぜ(流行性耳下腺炎) 報告数 年次別

予防接種を受けに行こう！
～「子ども予防接種週間」～

　毎年3月1日～7日までの一週間は「子ども予防接種週間」です。４月からの入園、入学、
進級などを前に、親子ともに胸を膨らませていることでしょう。ぜひこの機会に、お子さんの
親子健康手帳を見直し、予防接種の受けそびれがないかを再確認しましょう！

ワクチンや予防接種って、そもそも何？
　いろいろな感染症の原因となる細菌やウイルスの病原性
を弱めたり、またそれらの毒素を無毒化したりしたものを
「ワクチン」といい、それらのワクチンを接種することを「予
防接種」または「ワクチン接種」と言います。予防接種をする
ことで、病気に軽くかかったような状態をつくり、そのこと
で体に病気に対する抗体（免疫）ができ、結果、その病気にか
かりにくくなります。

ワクチンよりも、自然にかかった方がいいのでは？

任意接種は受けなくていい？

　答えはNOです！自然にかかったほうが、一生涯続
く終生免疫が得られて丈夫な体ができる、と誤解さ
れている方もいるかもしれません。確かに、自然にか
かったほうが、より高い免疫が得られますが、その分、
大事な家族や周囲の方へ感染させてしう恐れや、時に
重篤な合併症を引き起こすなどの大きなリスクを伴
います。
　一方、予防接種は感染を予防することで、重篤な合併症も避けることができ
ますし、人にうつす心配もなく、自然感染よりはるかに安全に免疫を体につくる
ことができます。
　また、最近では「麻しん」などに自然にかかっただけでは、終生免疫ができるわ
けではないことも分かってきました。予防接種した人
も、自然感染した人も、実はその後に少しずつ、そのウ
イルスにさらされることによって、免疫が持続します。
低くなりかけた免疫を増強させることを「ブースター
効果」といいますが、最近は自然に麻しんウイルスにさ
らされる機会が減ったため、ブースター効果を得るた
めには、予防接種を複数回打つ必要があるのです。

　これも答えはNOです！任意接種も受けた方がいい予防接種です。予防接種
には、国が強く接種を勧め原則無料で受けられる「定期接種」（日本脳炎は一部
自己負担あり）と、ほぼ全額自己負担の「任意接種」があります。任意接種を受け
るかどうかは、個人判断に任されていますが、任意接種だから受けなくていいと
いうわけではありません。
　例えば任意接種の一つである「おたふくかぜ(流行性耳下腺炎)」は、昨年夏頃
から今年1月25日現在、県内では例年以上の流行が発生しています。（表1、図1）

　おたふくかぜは、髄膜炎や精巣炎などの合併症も有名ですが、1000人に1
人（流行している小規模な集団では400人に1人）の割合で、難聴の合併症が
報告されています。おたふくかぜの後の難聴は片耳がほとんど聞こえなくなり
治療法もなく、自然治癒が難しいとされています。
　また、おたふくかぜによる片耳難聴はもう一方の耳は聞こえるため、難聴に
なった事に気がつきにくく発見が遅れてしまうケースもあります。任意接種と
はいえ、「わが子を怖い病気から守る」という意味では定期も任意も変わりはあ
りません。

入学準備に麻しん風しん（MR）混合ワクチンを！

　４月からのピカピカの小学一年生のみなさんは、麻しん風
しん（MR）混合ワクチン（2期）の定期接種の対象です。MR混
合ワクチンはもう受けましたか？定期接種の期間は今月いっ
ぱいですのでご注意ください。入学準備として、忘れずに予防
接種を受けましょう。

お問い合わせ  健康増進課　☎853－7971

「ゆし豆腐」

健康づくり協力店
     
営業時間 :  ８：００ ～ １７：３０   　定休日 : 土・日・祝日             

〈作り方〉
①だし汁をつくる。
②ゆし豆腐の汁は捨てずに、だし汁を加える。
③薄口しょうゆを加えて味を整える。
④ネギをトッピングする。

・あまり火にかけ過ぎない。

　ゆし豆腐は味噌を加えたり、そ
ばに入れたりといろいろな食べ
方がありますが、今回のレシピは
出汁と醤油で味付けるシンプル
な食べ方です。豆腐の原料は｢畑
の肉｣と言われる大豆で、良質なタンパク質を多く含み、
その他にもミネラル、ビタミンなども含まれている優
れた食品です。しかし、逆に脂質や塩分も多く含まれて
いるので食べ過ぎに注意しましょう。
　ゆし豆腐や豆腐はお店によって味や柔らかさも異な
ります。楽しみながら、自分好みのお豆腐を見つけるの
もイイですね。ワンポイント

1品の調理時間 : 10 分 
( 1人分  カロリー :  98kcal 、 塩分 :  1.4 g)

健康づくりは
食事から

市が認定する「健康づくり協力店」こだわりのレシピ紹介

栄養
士の

Goodここが
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ここ
だだ
わわ
りり
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ピ
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～健康の護り
手～

Health
 is not 

built in a day

〈材料・分量(4人分)〉
・ゆし豆腐・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・720ｇ
・小ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4ｇ
・薄口しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
・だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・400ｃｃ

健康増進課   ☎853-7961　FAX 853-7965
お問い合わせ住所 : 那覇市泉崎1-1-1    電話 : 988-9733   『那覇市役所庁内レストラン』

ブースター

報告数

2010年
3530

2011年
955

2012年
472

2014年
1672

2015年
385※

※2015年1月25日現在
データ: 沖縄県感染症情報センター

(図1)　県内 おたふくかぜ(流行性耳下腺炎) 報告数 週別

データ: 沖縄県感染症情報センター

お役立ちアプリ

スマートフォン、iPhone対応アプリのご紹介

「予防接種スケジューラー」
http://www.know-vpd.jp/vc_scheduler_sp/index.htm

（NPO法人　VPDを知って、子どもを守ろうの会）

※接種したワクチンの記録だけではなく、これから受けるべき
　ワクチンの種類や予定日などをお知らせします。

※過去5年間の平均：前週、当該週、後週の合計15週の平均

3
月
末
ま
で
に
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コレステロール

高いけど

何か問題でも

ありますか？

血圧の薬

一生飲むって

聞いたけど

本当ですか？

血糖値は高いけど

まだ糖尿病

じゃないと

思っていますが？

あ
な
た
の
疑
問
に

　
お
答
え
し
ま
す
！

予約制

予約制

ほけんほけんインフォメーションインフォメーション
みなさんの健康づくりに役立つ情報をはじめ、
さまざまな保健・衛生に関する情報をご紹介します。

予
予
約
の
あ
る
方

紹
紹
介
状
持
参
の
方

お問い合わせ 地域保健課　☎853ー7962

予 紹 予 紹

予 予

予

予

予
予

予 紹

予 紹 予 紹

予 紹
予 紹

紹 紹

予 紹

予 紹

予 紹

紹

紹
予 紹

予 紹 紹

●診療時間／月～金　8：45～17：00（左記以外は急病センター）

内 科

小 児 科

脳神経外科

皮 膚 科

婦 人 科
産 科

耳鼻咽喉科
眼 科
整 形 外 科
泌 尿 器 科

歯科口腔外科

午前・午後

予 紹外 科 午前・午後

時間帯 月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
午後

午前
午後
午前
午後
午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前・午後

午前・午後

午前・午後
午前・午後

☎884-5111
ゆいレール：｢市立病院前｣下車
24時間365日診療体制

（代表）

内科外来は「再診外来」、紹介状をお持ちの方の「紹介外来」になりました

当院は「地域医療支援病院」として地域の医療機関と連携しつつ、救急医療や高度医療を
提供しています。外来診療は、当日の状況等により受診できない場合もございますので、
予めご了承ください。

　妊娠中は体にいろいろな変化が起こります。特に気がかりなことがなくても、定期的に妊
婦健診を受けて、お母さんとおなかの赤ちゃんの健康チェックをすることが大切です。

すこやかな妊娠と出産のために
～ 妊婦健診を必ず受診しましょう ～

Q妊婦健診ってお金がかかるの？

Q妊婦健診ってなにをするの？
メリットはなに？

Ｑ受診のタイミングは？Q妊婦健診ってお金がかかるの？

■乳児健診（前期・後期）
通　知：（前期）3カ月頃、（後期）9カ月頃
※前期は6ヵ月未満、後期は1歳未満であれば受診可能

健診日：3月8日(日)、22日(日)、29日(日)
受　付：9：00～10：45（後期）、13：00～15：00（前期）

■1歳6ヵ月健診
通　知：1歳8カ月頃　※2歳未満であれば受診可能

健診日：3月5日(木)、11日(水)、19日(木)、26日（木）
受　付：13：00～14：30

■3歳児健診
通　知：3歳6カ月頃　※4歳未満であれば受診可能

健診日：3月3日(火)、10日（火）、17日(火)、24日(火)
受　付：13：00～14：30

会場はいずれも【那覇市保健センター】

対象時期に、個別通知を

おこなっています。
※「年間予定」はホームページで
ご確認ください。
（「那覇市 乳幼児健診」で検索）

　市では、乳幼児のお子さんを対象に健診を
行っています。とても成長の早い時期だからこ
そ、お子さんの成長を確認してみませんか？

お問い合わせ 地域保健課　☎８５３ー7962

お問い合わせ 健康増進課　☎８５３ー7961

お申し込み・お問い合わせ 特定健診課　☎862－0564

乳幼児健診を
受けましょう！

　2歳5カ月～3歳未満のお子さまを
対象に、これまで「2歳児歯科健診」を
実施してきましたが、平成27年3月
末をもって事業を終了いたします。
　通知のあったお子さま（平成24年
3月～9月生まれ）で、まだ健診を受け
ていない方は早めの受診をお願いい
たします。

■内容：HIV・クラミジア・梅毒・肝炎の検査

（肝炎検査は初めての方のみ無料です）

■日時：月・水・金

9:00～11:30、13:00～16:00

■場所：那覇市保健所（相談室105）

お問い合わせ 健康増進課　☎853━7971

　沖縄県は65歳未満で亡くなる方が男女とも「全国１位」です。働き盛りで突然亡くなる方の多くは、心筋梗
塞や脳卒中が原因です。実はどちらも同じ・・・血管に傷がついたり、硬くもろくなるためにおこる病気です。
今回は、血管のスペシャリストである循環器専門医による講演会を開催します。
大事にしたい家族がいる、やりがいのある仕事がある、でも忙しくて身体のことは後回し・・・
そんなあなたのご参加をお待ちしています。

■日　時　3月19日（木）　19：00～20：30（受付 18：30）
■会　場　那覇市役所　12階　第一研修室
　　　　　※駐車場は有料です。
　　　　　　ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。
■講　師　間仁田　守 医師（那覇市立病院　循環器専門医）
■定　員　80名（定員に達し次第締め切り）
　　　　　※電話にてお申し込みください！
■対　象　市内在住の方（おおむね20代～60代の方）
■参加費　無料

新企画

お問い合わせ 地域保健課　☎853━7962

エイズ（HIV）等の
無料匿名検査
エイズ（HIV）等の
無料匿名検査

突然死からあなたを守る基礎知識
働き盛り・子育て孫育て世代のための健康講演会

即日無料匿名検査

■日時：第1水曜日　17:30～20:00

■場所：那覇市保健所（相談室105）

エイズ夜間検査

２歳児歯科健診事業終了

３月末
まで！

　今年度のがん検診期間も残りわずかです。例年、年度末にかけての
｢かけ込み｣受診が目立ちます。医療機関によっては、予約の都合上受診
出来ない場合がありますので、なるべく早めの受診がおススメです！！

●各種がん検診を受診するためには「受診券」が必要です。
※国保加入者は「国民健康保険被保険者証(国保証)」と「受診券」が
一体化されていますので、国保証でがん検診を受診することができます。

●社保の方も職場で検診がない場合は「受診券」が利用できます。

●受診券が届かなかった方や紛失した方は、お問い合わせください。

＜受けられる検診＞

胃がん（バリウム）、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、

乳がん（視触診・マンモまたはエコー）、歯周疾患、

生保健診（特定健診と同等の検査内容）

受けましたか？がん検診受けましたか？がん検診

お申し込み・お問い合わせ 健康増進課　☎８５３ー7961

　健康づくりの主目的である「減塩」と「野菜あと一皿（70g）」を重点テー
マとして、講話や調理実習から生活習慣病の予防について学びます。
■日　時　3月12日（木） 10：00～15：00
■場　所　那覇市保健センター（那覇市字金城3-5-3）
■内　容　テキストを中心に学ぶ（生活習慣病や正しい食習慣、
　　　　　ロコモと運動について）、調理実習
■持ち物　エプロン、三角巾、手拭き
■定　員　30人　■対象者　市内在住の方
■受講料　1人：350円（食材料費）

「TUNAGU」（つなぐ）パートナーシップ教室「TUNAGU」（つなぐ）パートナーシップ教室

　ＨＩＶ等の性感染症は早期に発見することが
大切です。感染について不安がある時は、まず
はご相談ください。那覇市保健所では、『無料』
で特定感染症相談・検査を実施しています。

　最高14回までの健診費用が一部公費負担されま

す。親子（母子）健康手帳を交付する際に、妊婦健康

診査の受診票、風疹・HIV抗体検査・クラミジア抗

原検査などの受診票も一緒に配付しています。受

診票は県内医療機関で利用でき、記載されている

検査項目について公費で受けられます。（公費負担

には上限額があり、受診票の金額を超えた場合は

自己負担となります）

Q妊婦健診ってなにをするの？
メリットはなに？
　妊婦さんの健康ぐあいや、お腹の赤ちゃんの育ちぐ

あいをみるため、身体測定や血液・血圧・尿などの検

査をします。（超音波検査8回分が公費負担で無料）

　特に、貧血、妊娠高血圧症候群、妊娠糖尿病などの

病気はお腹の赤ちゃんの発育に影響し、母体の健康

を損なうことがあります。妊婦健診を受けることで、

病気などに早く気づき対応することができます。

　母体と胎児の健康のため、必ず、妊婦健診は定期的

に受けておきましょう。

Ｑ受診のタイミングは？

　望ましい妊婦健診の回数は、妊娠週数23週までは

4週間に1回、24週から35週までは2週間に1回、35週

から出産までは1週間に1回の受診をおすすめしてい

ます。１回目が妊娠8週頃とした場合、受診回数は合

計14回くらいになります。症状によっては、早めの病

院受診、医師への相談が必要になりますので自己

チェックにも努めましょう。

【気をつけたい症状】
□むくみ　□がんこな便秘　□性器出血
□普段と違うおりもの　□腹痛　□強い頭痛
□発熱　□つわりで衰弱がひどい　□下痢
□イライラ　□めまい　□動悸が激しい
□はきけ・嘔吐　□強い不安感
□今まであった胎動を感じなくなったとき

※親子健康手帳・受診票の交付は、自己申告で行うことができ
　ます。（医療機関からの妊娠証明書は必要ありません）

※妊婦健康診査の事業費の一部は、「特定防衛施設周辺整備
　調整交付金｣が充てられています。

那覇市食生活改善推進員と学ぶ



施設名称　　　　　所在地　　  収容人数

津波緊急一時避難施設津波緊急一時避難施設

ゆいレール那覇空港駅
スカイレーン
スカイスポーツ

208
3,721
2,522

字鏡水938-5
字具志875
字具志885

1
2
3

環境
トピック
環境
トピック

　
市
民
の
友
12
月
号（
６
・
７
面
）に
掲
載
し
ま

し
た「
津
波
浸
水
想
定
マ
ッ
プ
」の
う
ち
、掲
載

出
来
な
か
っ
た
那
覇
空
港
、具
志
地
域
を
追
加

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。そ
の
他
の
地
域
に
つ

い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
市
民

の
友
12
月
号
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。（「
な
は
市

民
の
友
」で
検
索
）ま
た
、自
分
た
ち
が
住
む
対

象
地
域
の
詳
細
を
知
り
た
い
場
合
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る「
防
災
マ
ッ
プ
」よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
8
8
9
・
3
5
6
7

お
問
い
合
わ
せ

【応募資格】県在住・在勤または在学の方　【募集期間】3月18日（水）まで
【応募用紙】ホームページからダウンロードまたは花とみどり課窓口にて配布
【提出方法】郵送・FAX・電子メールまたは窓口へ提出。
【郵送】那覇市泉崎1-1-1　花とみどり課　【FAX】951-3226
【Eメール】b-park001＠neo.city.naha.okinawa.jp
選考結果は、ホームページにて公表します。※くわしくはホームページをご覧ください。
http://www.city.naha.okinawa.jp/kakuka/hanamidori/

現在、福州園隣に建設中の公園施設について愛称を募集します。琉球の歴史
に触れる展示室や福州園を眺めるレストラン、イベント広場など、公園利用者
をはじめ観光客を含めた多くの方が、楽しみ・憩えるような施設となります。

松山公園連携施設の愛称募集松山公園連携施設の愛称募集

や
め
よ
う
ポ
イ
捨
て
!!

〜
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
〜

や
め
よ
う
ポ
イ
捨
て
!!

　
市
に
は
不
法
投
棄
ご
み
や
ご
み
置
き

場
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
が
毎
日
よ
せ

ら
れ
、平
成
26
年
中
は
1,
3
7
4
件
に

も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。不
法
投
棄
さ
れ

や
す
い
所
は
、①
人
目
に
つ
か
ず
管
理

が
行
き
届
い
て
い
な
い
所 

②
手
入
れ
さ

れ
ず
草
木
が
伸
び
放
題
の
空
き
地 

③
い

つ
も
ご
み
が
あ
る
ご
み
置
き
場
、が
あ

げ
ら
れ
、適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、苦
情
な
ど
に
対
し
て
聞
き

取
り
を
し
て
違
法
な
投
棄
者
に
指
導
す

る
と
と
も
に
、投
棄
ご
み
へ
の
警
告
ビ

　
市
は
通
り
会
、自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る「
地
域
清
掃
」活
動
を
支
援
し
て
お
り
、ポ
イ

捨
て
な
ど
の
集
め
ら
れ
た
ご
み
を
、収
集
車
を
出

し
て
市
の
処
理
施
設
へ
運
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、飲

料
自
動
販
売
機
の
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
散

乱
に
は
条
例
に
よ
り
、自
動
販
売
機
へ
空
き
缶
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
よ
う
事
業
者
に
指
導
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の「
地
域
清
掃
」支
援
の
受
付
件
数
は
平
成
26

年
中
で
9
9
1
件（
台
風
ご
み
を
含
む
）と
な
っ
て

お
り
、多
く
の
人
員
と
費
用
を
要
し
て
い
ま
す
。外

出
す
る
と
き
は
ご
み
用
マ
ナ
ー
グ
ッ
ズ
と
し
て

『
持
ち
帰
り
用
ご
み
袋
』『
携
帯
灰
皿
』を
も
ち
、ご

み
を
他
者
ま
か
せ
で
な
く
自
ら
処
理

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
不
法
投
棄
の
な
か
で
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
ご
み

は
、主
に「
飲
み
物
の
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
」、

「
た
ば
こ
の
吸
い
殻
」、「
お
菓
子
の
袋
」な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
の
ほ
か
、

歩
道
、路
地
、公
園
や
花
壇
、電
柱
下
、植
栽
内
な
ど

の
も
の
か
げ
に
捨
て
ら
れ
、街
の
景
観
を
損
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ポ
イ
捨
て
ご
み

は
、主
に
道
路
沿
い

の
店
舗
や
事
業
所

の
人
た
ち
、
通
り

会
、自
治
会
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

り
清
掃
さ
れ
、街
並

み
は
き
れ
い
に
な

り
ま
す
が
、し
ば
ら

く
す
る
と
ま
た
散

乱
す
る
の
が
現
状

で
す
。

＊「
那
覇
市
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
に
よ
る
環
境
美
化
促
進
条
例
」

第
3
条
　
市
民
等
は
家
庭
外
に
お
い
て
自
ら
生
じ
さ
せ
た
ご
み
を

持
ち
帰
り
、又
は
回
収
容
器
等
に
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
防
災
室
☎
8
6
1
・
1
1
0
2

お問い合わせ 花とみどり課☎951-3225

〜
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
〜

１
市
内
の
不
法
投
棄

2
ポ
イ
捨
て
ご
み

3
ご
み
用
マ
ナ
ー
グ
ッ
ズ
を
持
と
う

津
波
浸
水
想
定
マ
ッ
プ

那
覇
市公園

学校
防災行政無線
警察署・交番

津波緊急一時避難施設

凡

　例

津波に対しての安全な避難場所
（津波避難ビル）を示す。　凡

　例

津
波
浸
水
予
想
図

0.5m未満

0.5m以上～1.0m未満

1.0m以上～2.0m未満

2.0m以上～3.0m未満

3.0m以上～4.0m未満

4.0m以上～5.0m未満

5.0m以上

大
津
波
警
報

津波の高さ 　　　　分類　　　　とるべき行動
海の中にいる人は、ただち
に海から上がって、海岸か
ら離れてください。津波注
意報が解除されるまで海
に入ったり海岸に近付いた
りしないでください。

沿岸部や川沿いにいる人
は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難し
てください。津波は繰り返
し襲ってくるので、津波警
報が解除されるまで安全
な場所から離れないでくだ
さい。

津
波

警
報

津

　波

注
意
報津

波
浸
水
予
想
図

ラ
の
貼
付
、ご
み
置
き
場
の
場
所
変
更

や
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
で
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

第
25
条
１
項 

（
投
棄
禁
止
違
反
を
し
た
者
）５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る

高良交番

さつき小

小禄中

高良高良

宮城

高良小

瀬長

高前原公園

宇栄原

赤嶺

豊見城警察署豊見城警察署

具志地域

那覇空港

11

津
波
緊
急
一
時
避
難
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
：
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
か
ら
、当
該
警
報
が
解

除
さ
れ
浸
水
が
解
消
し
他
の
災
害
避
難
場
所
へ
安

全
に
移
動
で
き
る
ま
で
の
間
で
す
。

22
33

市内公園近くの歩行者道路。ごみが
ごみを呼ぶように増え、ごみの山に
なってしまいます。

通り会や自治会のみなさんが、簡単にポイ捨て
されない様に定期的なごみ拾いで街をきれい
にしています。

字安次嶺字安次嶺

字鏡水字鏡水
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　「平成26年度 伝統文化継承種まき事業・成果発表

会」が那覇市役所3階で行われました。「種まき事業」

は、市内の保育所に通う子ども達が地域の伝統文化に

触れ、興味・関心をもち将来へ継承されることを目的と

しています。発表会には演技披露で大道保育所、赤平

保育所、与儀保育所、宇栄原保育所、若狭浦保育所、展

示品（紅型）披露で松川保育所が参加しました。

　園児たちの琉舞やエイサー、ウチナーグチ劇の発表

に、観覧者や職員からは大きな拍手が送られました。

　「公園ボランティア調印式」が市長応接室にて行われました。

今回新たに調印された企業は、株式会社沖縄共聴設備、富士

古河E&C株式会社 沖縄営業所、株式会社中電工 沖縄営業所、

有限会社五光園の4社です。

　沖縄共聴設備の上原さんは、30年間、近所の公園にボラン

ティアで花を植え、手入れをしていたところ「許可がいるので

は？」と不安に思い、市役所に尋ねたことが公園ボランティア

調印のきっかけとなりました。「那覇市の活性化のために今後

も奉仕活動を続けていきたい」と語りました。

DigestDigest
なはなは
～ニュース・ダイジェスト～

N E W S
新たに４団体が調印
～公園ボランティア調印式～

地域の伝統受け継いで
～平成26年度 種まき事業発表会～

1
28

2
4

　ミニバスケットボールの第7回ワラビーカップ・第

29回県冬季選抜大会で男子優勝した上間小学校、同

じく女子優勝した小禄南小学校の生徒のみなさんが

市役所を訪れました。上間小男子チームは夏に続いて

の優勝、小禄南小女子チームは雪辱を果たしての優

勝でした。両校は今年3月の第46回全国ミニバスケッ

トボール大会に県代表として出場します。

　久高副市長は「素晴らしい成績をあげられたのは、

親や先生方、コーチの支えがあってこそ。県代表とい

う誇りを持ってがんばってほしい」と激励しました。

全国大会でもチバリヨー！
～ミニバスケ優勝校来訪～

2
4

　各地区で行われた成人式の取組みを紹介し、その成果と

課題を共有するため、「2015成人式アワードinなは」が中

央公民館ホールで行われました。大賞には、地域清掃や夜

間パトロール等のボランティア活動を行い、保護者や地域

の協力で今回初の単独開催した金城中学校区成人式実行

委員会が選ばれました。

　大賞の他、金賞１校区（石田中学校区）、銀賞１校区（仲井

真中学校区）が選ばれました。また、プレゼンテーションに

優れた中学校区として小禄・鏡原中学校区と寄宮中学校区

の成人式実行委員会が審査委員特別賞を受賞しました。

よりよい成人式をつくるために
～2015成人式アワードinなは～

2
8

　第37回「那覇の物産展」那覇市長賞表彰式が応接室で

行われました。最優秀賞は沖縄繁多川島豆腐めん事業協

同組合の『琉宮の白弦 島豆腐うどん・島豆腐そうめん』。

代表で出席した津覇さんは「今後50年、繁多川の島豆腐

産業が続くよう始めたプロジェクト。賞をいただけて皆

様の目にとまることが感謝にたえません」と受賞の喜び

を語りました。市長賞には最優秀賞の他、食品の部・優秀

賞2点（shouzu sweets OZ、さくら家さくら）、同じく非

食品の部・優秀賞2点（日本月桃株式会社、株式会社沖縄

ゴールデンファーム）が選ばれました。

那覇の味、再発見
～第37回「那覇の物産展」
　那覇市長賞 表彰式～

2
10

　道路ボランティア協定を結んだ各団体への感謝と団体相互の交流を深めることを目的に

「第7回道路ボランティア懇談会」が行われました。今年度協定を締結したのは、松川通り会、

田原ニコニコふくぎ会、株式会社沖縄特電、富士電機株式会社沖縄支社、開南っ子お花で

いっぱいGMC、有限会社中央環境サービス公社、有限会社スタプランニングの7団体です。

　城間市長は「住んでいる人たちの安心感や子どもたちの道徳心はこの活動によって相

乗効果が生まれると思います」と挨拶されました。

今年度７団体が締結
～第7回道路ボランティア懇談会～

2
12

　それぞれにテーマを掲げ、職場ぐるみで健康づくり

に取り組んだ「頑張る職場の健康チャレンジ」の報告

会が行われました。

　今回は3事業所（和高建設工業、まつやま保育園、

有限会社スタプランニング）が取り組みを行い、各事

業所は毎日の血圧・体重の記録や体操・ヨガ、健康講

話などを実施されたとのことです。報告会の最後に

は、市より3事業者へ「健康チャレンジ優良事業所」の

認定証が贈られました。

働き盛りの健康を目指して
～頑張る職場の
　健康チャレンジ報告会～

2
10

　協働のまちづくりとはどのようなものか理解を深

めることを目的として始まった全4回の最後の講座が

行われました。この日は今年4月に開館する『なは市民

協働プラザ』の見学会や、これまでの講座を通しての

発見や課題が議題となりました。

　城間市長は「課題があるからこそ今後とも意見交換

し合うことが大切です。『なは市民協働プラザ』が拠点

となり、市全体へ恊働精神が広がるように、みなさん

の活動をこのプラザから発信していってください」と

挨拶されました。

2
8

協働による那覇の
まちづくりのための連携講座
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平成27年度

施政方針（概要）

※全文は、市ホームページでご覧になれます。
http://www.city.naha.okinawa.jp/

はいたい
ぐすーよー　ちゅーうがなびら。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

予
算
編
成

主
要
事
業

（
ひ
と　

つ
な
ぐ　

ま
ち
）

　

私
は
、
目
指
す
市
政
運
営
を
「
ひ
と　

つ
な
ぐ　

ま
ち
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
に
は
、

「
人
が 

ま
ち
を
つ
く
り
、社
会
を
つ
く
り
、世
界
を
つ
く
る
」

「
人
材
が 

す
べ
て
に
共
通
す
る
財
産
で
あ
る
」

と
い
う
、
三
十
年
余
に
わ
た
っ
て
教
育
現
場
に
携
わ
っ
て
き

た
、
私
の
信
念
と
も
言
う
べ
き
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
私
は
、
教
育
現

場
で
培
っ
て
き
た
人
材
育
成
力
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
認
定
記
録
を
持
つ
那
覇
大
綱

挽
き
の
綱
に
は
、
手
綱
（
て
ぃ
ー
ん
な
）
が
２
５
０
本
余
り

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
細
い
綱
も
、
よ
り
合
わ
せ
つ
な

が
る
こ
と
で
大
綱
と
し
て
の
力
強
さ
を
備
え
て
い
き
ま
す
。

　

私
の
目
指
す
市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
綱
と
同
じ

よ
う
に
、
人
を
つ
な
ぐ
、
平
和
を
つ
な
ぐ
、
市
民
と
市
役
所

を
つ
な
ぐ
、
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
取
組
み
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
多
く
の
力
を
つ
む
い
で
い
く
こ
と
で
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
成
熟
し
た
形
へ
と
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
都
と
し
て
の
誇
り
と
求
心
力
と
い
う
財
産
を
強
み
と
し

て
、
多
く
の
人
々
が
集
い
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
地
域
が
、

ま
ち
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
市
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
協
働
の
仕
組
み
の
完
成
に
向
け
て
）

　

本
市
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
平
成
２０
年
度

か
ら
委
嘱
を
行
っ
て
き
た
協
働
大
使
も
今
で
は
５
０
０
人
を

越
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
お
り
、協
働
の
裾
野
が
、
点

か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
心

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
待
望
の
「
な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ
の
施
設
を
、
こ
れ
か
ら
の
那
覇
市
を

担
う
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
、
様
々
な
取
り
組
み
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
が
誇
る
伝
統
工
芸
・
首
里
織
の
よ
う
に
、
多
様
な
色

や
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
模
様
を
織
り
成
し
、
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い

て
お
り
ま
す
。

　

「
ひ
と
」
「
知
恵
」「
情
報
」

な
ど
、
多
く
の
力
を
つ
む
ぎ
あ

わ
せ
、
市
民
の
皆
様
と
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
へ

と
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
）

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
全
国
的
に
社
会
構
造
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
本
市
に
お

い
て
も
、
今
後
、
人
口
構
成
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
他
の
自
治
体
と
同
様
に
、
本
市
の
財
政
状

況
に
お
き
ま
し
て
も
、
扶
助
費
が
増
大
し
て
お
り
、
今
後
と

も
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、老
朽
化
し
た
学
校
や
公
共
施
設
の
更
新
、ま
た
、

新
た
な
需
要
に
対
応
し
た
施
設
整
備
も
、
待
っ
た
な
し
で
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
市
長
と
し
て
、
多
く
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

財
政
面
に
お
い
て
も
健
全
な
運
営
を
図
り
、
32
万
那
覇
市
民

の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い

で
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
、
今
、
非
常

に
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
経
営
戦
略
的
な
視
点
で
公
共
施
設
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
強
固
な
財

政
基
盤
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
学
校
を
中
心
と
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
）

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
更
に
推
進
し
、
広
く
市
民
参
加
を
進
め
る
た
め
に

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
図
る
上
で
も
、
今
あ

る
公
共
施
設
の
、
よ
り
効
率
的
な
活
用
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
も
身
近
な
公
共

施
設
と
い
え
ば
学
校
、特
に
小
学
校
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
学
校
と
い
う
「
財
産
」
と
、
地
域
の
「
力
」
を
つ

な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
で
あ
る
学
校

を
、
地
域
に
最
も
身
近
な
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
」

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
方
向
で
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
学
校
施
設
の
複
合
化
・
オ
ー
プ
ン
化
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
と
い
う
地
域
の
財
産
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
待
機
児
童
の
解

消
、
高
齢
者
福
祉
等
、
本
市
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決

や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
女
性
と
子
育
て
）

　

私
は
、
那
覇
市
初
の
女
性
市
長
と
し
て
、
那
覇
市
の
歴
史

に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
待
機
児
童
解
消
」
と
い
う
喫
緊
の
課
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
私
が
市
長
に
就
任
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
私
に
課
さ
れ
た
天
命
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
働
き
な
が
ら
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
経
験
か

ら
、
保
育
所
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
わ
が
身
を
持
っ

て
強
く
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
現
場
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
や
、
そ
の
保
護
者
の
皆
様
と
関
わ
っ
て
き

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
て
も
、
子
育
て
は
決
し
て
一
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、

多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

女
性
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、

女
性
の
職
場
進
出
を
広
げ
て
い
く
こ
と
は
、
男
女
共
同
参

画
及
び
少
子
高
齢
化
が
進
む
流
れ
に
お
い
て
も
有
意
義
だ

と
考
え
ま
す
。
男
女
と
も
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
は
、
多
様

性
を
認
め
合
い
、す
べ
て
の
世
代
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

い
、
私
た
ち
の
目
指
す
「
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
」
を

実
現
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

母
親
の
笑
顔
が
、
子
ど
も
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
面
で
も
、
本
市
が
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
女
性
の
目
線
で
、
女
性
が

イ
キ
イ
キ
と
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
と
待
機
児
童
解
消
に
、

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

 (

次
代
を
担
う
人
づ
く
り)

　

沖
縄
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、
「
人
づ
く
り
」
は
、
私
た

ち
大
人
が
共
有
す
べ
き
重
要
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

沖
縄
は
、
夜
型
社
会
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
健
全
育
成
や
学
力
向
上

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
の
実
現
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す
環
境
を
整

え
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
「
人
づ
く
り
」
こ
そ
、
子
ど
も
の
笑

顔
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
す
べ
て
の
大
人

が
未
来
へ
の
思
い

を
共
有
し
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
業
界
を
始

め
と
し
て
沖
縄
経

済
に
明
る
い
光
が

さ
す
今
、
幅
広
い
分

野
で
活
躍
で
き
る

人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
を
育

む
こ
と
で
、
将
来
、

そ
の
子
ど
も
た
ち

が
沖
縄
の
誇
り
を

胸
に
社
会
へ
、そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て

い
く
。
沖
縄
が
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
経
済
を

牽
引
し
発
展
し
て
い
く
と
い
う
未
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
次
代
を
担
う
質
の
高
い
人
材
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

(

中
心
市
街
地
へ
に
ぎ
わ
い
を)

　

那
覇
空
港
と
那
覇
港
を
擁
す
る
本
市
は
、
日
本
に
お
け
る

ア
ジ
ア
へ
の
空
と
海
の
玄
関
口
で
あ
り
、
人
と
人
、
人
と
地

域
を
つ
な
ぐ
国
際
観
光
都
市
と
し
て
、
ま
た
、
人
と
モ
ノ
を

つ
な
ぐ
国
際
物
流
拠
点
と
し
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ

ア
各
地
か
ら
熱
い
視
線
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

円
安
の
追
い
風
を
受
け
、
中
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
か

ら
の
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
と

っ
て
、こ
れ
ほ
ど
の
好
機
は
無
い
と
、と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
マ
チ
グ
ヮ
ー
の
魅
力
を
活
か
し
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず
地
元
客
も
ひ
き
つ

け
ら
れ
る
新
し
い
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

求
心
力
の
高
い
施
策
を
積
み
重
ね
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

国
際
観
光
都
市
・
那
覇
の
グ
レ
ー
ド
を
さ
ら
に
高
め
、
県
都

と
し
て
の
輝
き
を
堂
々
と
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

沖
縄
県
が「
強
く
し
な
や
か
な
自
立
型
経
済
」
を
構
築
し
、

今
後
も
さ
ら
な
る
本
市
発
展
の
道
を
力
強
く
確
実
に
歩
ん
で

い
く
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　

一
般
会
計
予
算
は
、
１
３
４
４
億
７
千
万
円
で
、
対
前
年

度
比
59
億
８
千
６
百
万
円
、
４
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
市
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
増
を

見
込
む
一
方
で
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
等
の
減
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
事
業
完
了
な
ど
に
伴
う
建
設
事
業
費
の

大
幅
な
減
が
あ
る
も
の
の
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障

費
は
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
建
て

替
え
や
耐
震
化
事
業
、
待
機
児
童
解
消
の
施
策
を
含
む
子
ど

も
政
策
分
野
の
充
実
事
業
、
農
連
市
場
地
区
市
営
住
宅
整
備

事
業
等
に
重
点
的
に
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
約
９
億
２
千
５
百
万
円
の
収
支
不
足
が
生
じ

ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
約
４
億
２
千
５
百
万
円
、
減
債
基

金
５
億
円
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
予
算
は
、
総
額
約
７
８
５
億

９
千
４
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
約
５０
億
４
千
５
百
万
円
、

６
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
別
会
計
予
算
の
増

額
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
生
み
出
し
た
財
源
を
、
政
策
的
繰
り

入
れ
と
し
て
投
入
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
の

改
善
を
図
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
累
積
赤
字
は
約
５０
億
円

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
重
大
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

赤
字
の
主
た
る
原
因
が
、
沖
縄
県
特
有
の
事
情
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
は
本
市
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
営
主
体
が
都
道
府
県
へ
移
行
す
る
平
成

30
年
度
ま
で
に
、
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
27
年
度
も
一
般
会
計
か
ら
当
初
予
算
で
15
億
円

を
繰
り
出
す
と
と
も
に
、
追
加
的
な
措
置
も
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、
全
力
で

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

　

「
な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
」
を
、
協
働
大
使
を
始
め
、
入

居
団
体
や
市
民
の
皆
様
に
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の
住
民
自

治
の
発
展
に
つ
な
げ
、
市
民
主
体
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
で
は
、与
儀
、石
嶺
、若
狭
、

銘
苅
の
各
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
新
規
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
校
区
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
目
指
す
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
市
民
に
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き

た
「
な
は
市
民
協
働
大
学
」
に
加
え
、
新
た
に
「
（
仮
称
）

な
は
市
民
協
働
大
学
院
」
を
開
講
し
ま
す
。

（
平
和
交
流
・
男
女
共
同
参
画
）

　

市
内
の
中
学
一
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
「
思
春
期

の
心
と
体
」
の
た
め
の
意
識
啓
発
事
業
の
対
象
を
、
市
内
全

１７
中
学
校
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

那
覇
軍
港
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
主
会
と
の
連
携

に
よ
り
、
跡
地
利
用
計
画
づ
く
り
に
向
け
た
方
向
性
の
整
理

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
）

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
用
等
、
長
期
的
な
視

点
で
効
率
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
、
新
た
な
組
織
に
よ

り
経
営
戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行

い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
の
充
実
）

　

健
康
・
長
寿
お
き
な

わ
を
取
り
戻
す
た
め
、

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
「
ひ
や
み
か
ち
な
は

ウ
ォ
ー
ク
」を
開
催
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
「
市
民
が
健
康
寿
命
の

延
伸
の
実
現
に
向
け
て
、

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
市
民
総
が

か
り
で
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
、
第
２
次
「

健
康
な
は
２１
」
（
健
康

増
進
計
画
）
を
策
定
い

た
し
ま
す
。
特
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
連
携
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
か
ら
、
「
健
や
か
親
子
な
は
」(

那
覇
市
母
子

保
健
計
画
）
１０
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
「
す
べ
て
の

親
と
子
が
地
域
の
中
で
と
も
に
い
き
い
き
と
健
や
か
な
生
活

が
で
き
る
」
那
覇
市
を
め
ざ
し
て
、
近
隣
や
地
域
社
会
で
助

「
心
地
よ
い
つ
な
が
り
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
・
協
働
・
平
和
都
市
」

「
地
域
力
を
活
か
し
、生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
え
あ
う
健
康
都
市
」

　私は、昨年11月、翁長市政の継承発展と
「ひと　つなぐ　まち」というキャッチフ
レーズを掲げ、多くの市民の皆様からの負
託を受け、第32代那覇市長に就任いたしま
した。
　県都である那覇市の市長として、市政を
預かる責任の重さを大変重く受け止めてお
り、今後、市民の皆様並び
に議員各位のご理解とご
協力を賜りながら、市政
運営に全力を尽くしてま
いります。
　ゆたさるぐとぅ
　　うにげーさびら。
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け
合
う
「
地
域
力
」
が
育
つ
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
の
発
生
状
況
を
把

握
し
、
流
行
の
予
防
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
等
の
発
生
状
況
を
把
握
し
、
流
行
の
予
防
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
重
大
な
感
染
症
の
発
生

に
備
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

（
地
域
の
支
え
あ
い
）

　

民
生
委
員
や
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
を
つ
な
げ
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
図
り
、
地
域
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
支
え
合
い
の
基
盤
を
強
化
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

家
庭
の
問
題
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
困
窮
の
状
態
に
お
ち
い

っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
生
活
相
談
や

就
労
相
談
を
行
う
寄
り
添
い
型
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
個

々
の
状
態
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
）

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
那
覇

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
12
ヵ
所
に
新
た
に
配
置
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
支
援
及
び
地
域
支
援
体
制
の
構
築

に
取
り
組
む
とと
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

強
化
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
介
護
予
防
が
必
要
な
高
齢
者
へ
機
能
訓
練
等
を

提
供
す
る
リ
ハ
ビ
リ
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
継
続

し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
対
し
て
、
就
労
支
援
や
身

体
的
な
介
護
、
生
活
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
継

続
い
た
し
ま
す
。

（
地
球
環
境
へ
の
配
慮
）

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
及
び

環
境
保
護
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅

用
省
エ
ネ
設
備
の
設
置
に
対
す
る
費
用
を
一
部
助
成
す
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

  

ま
た
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
等
を
目
的
と
し
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会
や
屋
上
・
壁
面
緑
化
に
対
す
る
一
部

助
成
を
継
続
し
、
建
築
物
の
緑
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
（
資
源
循
環
型
社
会
）

　

家
庭
か
ら
出
た
資
源
化
物
の
無
断
持
ち
去
り
行
為
に
対
す

る
指
導
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
回
収
の
拠
点
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
く
地
域
団
体
等
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
、
資

源
化
物
の
適
正
な
回
収
を
推
進
し
ま
す
。

　
（
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・
創
造
）

　

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
高
濃

度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
た
上
で
、
適
正
処
理
に
向
け
た
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
内
の
身
近
な
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
ホ
タ
ル
の
観
察
会
や
漫
湖
で
の
清
掃
活
動
等

を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
衛
生
的
な
環
境
の
確
保
）

　

沖
縄
県
と
連
携
し
な
が
ら
食
品
衛
生
監
視
員
の
資
質
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
食
品
に
係
る
情
報
の
共
有
や
食
品
関
係

営
業
者
へ
の
衛
生
講
習
会
等
を
実
施
し
て
食
品
の
安
全
安
心

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　（

生
涯
学
習
の
推
進
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
）

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、間
近
で
見
る
一
流
の
プ
レ
ー
は
、

将
来
の
夢
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
市
民
待
望

の
本
格
的
な
Ｊ
１
対
応
可
能
な
サ
ッ
カ
ー
場
の
実
現
に
向
け

て
、
沖
縄
県
と
の
連
携
を
前
提
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
仮
称
）
真
和
志
南
地
区
活
き
活
き
人
材
育
成
支
援
施
設
の

整
備
に
向
け
、
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
と
就
学
前
教
育
・
保
育
）

　

27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」に
基
づ
き
、
親
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
、
子
育
て

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、認

可
保
育
所
の
創
設
、
賃
貸
物
件
を
活
用
し
た
保
育
所
整
備
、

　
　
　

　

石
嶺
、
大
名
、
宇
栄
原
の
各
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

（
交
通
体
系
の
整
備
）

　

交
通
体
系
の
整
備
で
は
、
城
東
城
北
線
な
ど
都
市
計
画
道

路
と
身
近
な
生
活
道
路
の
整
備
を
継
続
し
、
沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
延
長
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
期
開
業
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
自
動
二
輪
車
違
法
駐
車
対
策
と
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
動
二
輪
車
駐
車
場
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
真
和
志

地
域
に
お
い
て
、
地
域
内
公
共
交
通
の
導
入
に
向
け
た
実
証

実
験
を
行
い
ま
す
。

　
（
上
下
水
道
の
整
備
）

　

首
里
石
嶺
地
区
や
泊
地
区
等
に
お
き
ま
し
て
、
配
水
管
を

耐
震
化
す
る
と
と
も
に
、
真
地
配
水
池
及
び
垣
花
ポ
ン
プ
場

の
設
備
を
更
新
し
、水
道
水
の
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
の
健
全
な
発
展
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図

る
た
め
、
汚
水
管
の
未
整
備
地
区
の
解
消
、
老
朽
化
し
た
汚

水
管
の
改
築
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浸
水
対
策
と
し
て
、
首
里
石
嶺
地
区
の
雨
水
施

設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
（
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
）

　

多
様
な
観
光
客
を
迎
え
る
快
適
な
観
光
地
づ
く
り
及
び
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
公
共
空
間
を
整
備
し
、
沖
縄
ら
し
い
魅

力
的
な
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
地
域
や
企
業
と
と
も
に
、

道
路
及
び
公
園
に
草
花
等
を
植
樹
し
、
都
市
環
境
の
美
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

首
里
金
城
町
の
昔
な
が
ら
の
風
景
の
保
全
継
承
の
た
め
、

電
線
類
の
地
中
化
に
よ
る
景
観
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

　

公
園
内
に
あ
る
デ
イ
ゴ
や
琉
球
松
を
害
虫
か
ら
守
る
た

め
、
防
虫
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
園
施
設
の
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

那
覇
ら
し
い
個
性
豊
か
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
首
里
お
よ
び
壺
屋
に
お
い
て
、
新
た
な
景
観
誘
導
手

法
を
取
り
入
れ
、
景
観
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、景
観
の
重
要
な
要
素
と
な
る
赤
瓦
お
よ
び
琉
球
石
灰

岩
を
活
用
し
た
工
事
費
に
対
す
る
一
部
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

「
人
・
自
然
・
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
共
生
都
市
」

「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
た
か
な
学
習
・
文
化
都
市
」

「
人
も
、ま
ち
も
活
き
い
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
ら
島
の
観
光
交
流
都
市
」

老
朽
化
し
た
法
人
保
育
所
の
増
改
築
に
対
す
る
補
助
を
行
い

保
育
の
受
け
皿
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
認
可
外
保
育
施
設
運
営
費
支
援
事
業
」を
拡
充
し
、

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
保
育
園
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
創

設
さ
れ
る
地
域
型
保
育
事
業
の
従
事
者
を
確
保
し
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
施
設
活

用
に
伴
う
改
修
等
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
及
び
受
入
児
童
数
を
増
や
し
ま
す
。

（
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
づ
く
り
）

　

確
か
な
学
力
の
向
上
、豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
の
育
成
、

中
学
校
入
学
時
の
不
安
解
消
等
の
系
統
的
な
教
育
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
市
内
小
・
中
学
校
に
順
次
、
小
中
一
貫
教

育
を
導
入
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
耐
震
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
上
間
小
学
校
と
鏡
原
中
学
校
の
老
朽
校
舎
全
面

改
築
工
事
を
は
じ
め
、
大
名
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
、
真
和

志
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
及
び
水
泳
プ
ー
ル
の
改
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。　

 

（
文
化
の
継
承
と
発
展
）

　

国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」
修
理
事
業
の
一
環
と

し
て
、
尚
家
文
書
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
（
新
市
民
会
館
）
を
久
茂
地

地
区
へ
建
設
す
る
た
め
、
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
産
業
の
振
興
）

　

情
報
通
信
産
業
、
国

際
物
流
関
連
産
業
、
観

光
関
連
産
業
等
の
戦
略

的
成
長
産
業
分
野
の
集

積
及
び
市
場
開
拓
に
資

す
る
企
業
の
支
援
、
市

民
協
働
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
な
は
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

し
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
受

け
入
れ
態
勢
整
備
の
た

め
、
国
際
通
り
周
辺
で

の
案
内
サ
ポ
ー
ト
や
店

舗
へ
の
サ
ポ
ー
ト
要
員
の
派
遣
等
を
行
い
ま
す.

  

さ
ら
に
、
沖
縄
国
際
映
画
祭
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国
際
通

り
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
を
実
施
し
、
一
層
の
観
光
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

国
際
物
流
拠
点
の
形
成
や
、
安
心
・
安
全
で
魅
力
あ
る
港

湾
の
整
備
に
向
け
て
、
那
覇
港
管
理
組
合
と
連
携
し
、
那
覇

港
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

空
間
創
出
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
ま
ち
の
活
性
化
）

　

「
頑
張
る
マ
チ
グ
ヮ
ー
支
援
事
業
」
で
は
、
商
店
街
自
ら

の
創
意
工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
地
元
客
を
ひ
き

つ
け
る
特
色
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
通
り
や
マ
チ
グ
ヮ
ー
に
地
元
客
や
観
光
客
が

集
ま
る
よ
う
、「
ひ
や
み
か
ち
マ
チ
グ
ヮ
ー
館
」
を
中
心
に
、

伝
統
芸
能
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
一
牧
志
公
設
市

場
事
業
者
や
周
辺
商

業
者
等
と
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
、

再
整
備
の
方
針
を
決

定
し
、
平
成
27
年
度

に
、
第
一
牧
志
公
設

市
場
の
再
整
備
に
関

す
る
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

（
就
労
支
援
・
相
談

体
制
）

　

障
が
い
者
の
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
、

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
期

間
の
終
了
後
も
、
引

き
続
き
３
カ
月
以
上

障
が
い
者
を
雇
用
し

た
事
業
主
に
対
し
て

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

  

　

消
費
者
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
、
消
費
生
活
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
継
続
的

に
開
催
し
て
、消
費
者
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
都
市
防
災
と
防
犯
）

　

「
消
防
署
所
の
適
正
配
置
計
画
」
に
基
づ
き
、（
仮
称
）
樋

川
出
張
所
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
治
会
等
が
管
理
す
る
保
安
灯
の
設
置
及
び
維
持
へ
の
補

助
を
継
続
し
ま
す
。

（
市
街
地
の
整
備
）

　

久
茂
地
地
区
に
お
い
て
、
新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
（

新
市
民
会
館
）
の
計
画
を
ふ
ま
え
、
周
辺
地
域
活
性
化
に
寄

与
す
る
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

農
連
市
場
地
区
の
再
開
発
事
業
に
お
い
て
、
市
場
店
舗
等

の
建
築
工
事
に
着
手
し
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
安
全
・
快
適

で
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、
交
通
機
能
を
始

め
と
す
る
多
様
な
都
市
機
能
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

「
安
心
、安
全
で
快
適
な
亜
熱
帯
庭
園
都
市
」

　今年は戦後70年を迎える節目の年です。平和こそが沖縄
発展の礎であり、その思いは、万人に共有されているものだ
と思います。私たちには、戦後、本市の発展を築いてこられた
先達から受け取った平和のバトンを、次の世代につなぐ、と
いう責任があります。
　未来の世代への責任という意味では、この思いは平和だ
けにとどめてはなりません。少子高齢化に対応した社会制度
の構築や地球環境への配慮等、持続可能な社会をつくるた
めに、子や孫が生きる未来への思いを共有し、取り組んでい
く必要があります。
　本市は「2014年に人気上昇中の国際観光都市」として、日
本国内で唯一ベストテン入りし、世界第6位に選ばれました。
本市の、首里城を始めとする琉球王国時代の歴史の輝き、伝
統文化の香りと、観光客を迎えるホスピタリティーが、観光で
本市を訪れた世界中の方々を魅了したということは、大変喜
ばしく、誇りに思います。
　私は、観光客がもっとも魅力を感じる部分は、琉球王国の時
代から脈 と々受け継がれ育まれてきた、独自の伝統、文化、歴
史の輝きという財産だと考えております。先人たちの知恵や経
験を少しずつ積み重ね、つむぐことでしか得られない尊い光、
その輝きを、子や孫の世代に確実につないでいきたい。そし
て人をつなぐ、平和をつなぐ、市役所と市民をつなぐなど「つ
なぐ」という発想を礎として、地域、文化、伝統、経済を、さらに
輝きを増して未来に伝えていくために、県都としての求心力を
活かし、様々な取り組みを展開してまいります。
　風格ある県都・那覇市として、沖縄県の発展はもとより、日
本全体のフロントランナーとして貢献できるよう、力を注い
でいきたいと考えております。
　市民の皆様、並びに議員各位のご理解とご協力をよろしく
お願い申し上げ、私の初めての施政方針の結びの言葉とい
たします。いっぺー　にふぇーでーびる。
　平成27年２月16日 那覇市長

お問い合わせ 企画調整課 862-9937

結びに 　輝きを未来へつなぐ　

平成27年度　主な事業一覧（単位：千円）

●生活習慣病重症化予防事業  （16,288）
●職場が主体的に取り組む健康づくり支援事業  （4,698）
●小児慢性特定疾患医療費事業  （188,217）
●那覇市健康ウォーキング推進事業  （10,118）
●待機児童解消加速化事業  （308,207）
●児童クラブ環境整備事業  （13,200）
●家庭的保育者等育成事業  （2,063）
●母子家庭等職業自立支援事業奨励金  （2,000）
●那覇市小中一貫教育推進事業  （43,097）
●基礎学力向上のための学習支援事業  （39,700）
●資源化物持去り防止拠点回収事業  （5,830）
●なは産業支援センター運営事業  （24,262）
●頑張るマチグヮー支援事業  （30,000）
●国際通りとマチグヮーのにぎわい事業  （37,634）
●外国人観光客受入整備事業  （31,004）
●校区まちづくり協議会支援事業  （3,310）
●久茂地地区まちづくり推進事業  （4,830）
●新文化芸術発信拠点施設整備事業  （55,815）
●自動二輪駐車場管理運営業務委託（泉崎７号）  （1,760）
●「思春期の心と体」のための意識啓発事業  （610）
●活き活き人材育成支援施設整備事業  （23,928）

2015 年（平成27年）3月7
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末吉の森は自然がいっぱい！末吉の森は自然がいっぱい！

森の家
みんみん

　
那
覇
市
に
残
さ
れ
た
自
然
を
体
験
で
き
る
末
吉
の
森
（
末

吉
公
園
）
で
、様
々
な
植
物
、昆
虫
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。

　
末
吉
公
園
内
に
あ
る
施
設
「
森
の
家
み
ん
み
ん
」
は
、

末
吉
の
森
の
自
然
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
・

社
会
体
験
を
す
る
施
設
で
す
。

　
み
ん
み
ん
で
は
毎
月
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
遊
び
に
来
て
ね
！

日程：3月8日（日）10：00～12：00
費用：1,200 円（材料代込み）
定員：30名限定

「ベランダや屋上で楽しむ家庭菜園」

お問い合せ：那覇市緑化センター　☎862-1947

お問い合せ：森の家みんみん　☎882-3195

「ラン栽培講習会～基本編」（初心者向け）

日程：3月14日（土）10：00～12：00
費用：600円
定員：40名限定

「ブーゲンビレア講習会」
花が咲かないと悩んでいる方に
オススメ。

申込：期日までに電話
　　　または来館
場所：那覇市緑化センター

開催日 時　間 参加費 服装・持ち物などイベント名
空を見よう！
安謝川クリーン
アップ作戦
ドロ遊び！水遊び！
ビオトープ
ネイチャーゲーム
しましょ！
親子で森の遠足
プロジェクトWET
指導者養成講座
プロジェクトWILD
指導者養成講座

動きやすい服装、安全な靴

汚れても、濡れてもいい
服装・安全な靴

濡れてもいい服装・
安全な靴

動きやすい服装、安全な靴

帽子、水筒

筆記用具、動きやすい服装・
安全な靴

筆記用具、動きやすい服装・
安全な靴

300円／ 1人

▲生き物調べの様子

300円／ 1人

お問い合せ
ください

お問い合せ
ください

無　料

無　料

(保険代含む )
300 円／ 1人
( 保険代含む )

7 日（土） 10時～12時

10時～12時

10時～12時

9時～18時

9時～18時

13時～15時

9時 30分～
12時

14日（土）

14日（土）

21日（土）

22日（日）

28日（土）

29日（日）

大嶺海岸へ行こう！
～那覇市に残された最後の自然海岸～

大嶺海岸へ行こう！
～那覇市に残された最後の自然海岸～
那覇空港のすぐ沖合に広がる大嶺海岸は、那覇市に残された最後の自然海
岸です。潮が引くと、干潟、藻場、岩礁、サンゴ礁など多様な姿をあらわ
します。そこにはいろいろな生き物が生息し、これまでに 200種以上の
生き物が確認されています。　
みんなで、観察に出かけよう！

「大嶺海岸観察会」参加者募集！

お問い合せ：環境保全課　☎951-3229

（新都心公園内）

緑化推進講座  受講生募集

3月 イベント

日程：3月21日（土）13：00～15：00
費用：600円
定員：40名限定 

（
住
所　
首
里
儀
保
町
4
丁
目
79-

8
）

【日時】3月 21日（土）12時集合、15時終了予定
【集合場所】瀬長島バッティングセンター西側駐車場
【対象】小学生以上、那覇市在住・在勤の方  ※中学生以下は保護者同伴
【申込】3月 6日（金）より受付開始  （環境保全課  951-3229）
※電話か直接窓口へお申込ください。
【定員】40名  先着順　　【参加費】無料
【服装】ぬれてもいい服（膝までぬれます）、飲み物、ぬれても良い靴（雨靴・運動靴など
　　　　岩場を歩けるもの。但しサンダルなど素肌を露出する履物は不可）、軍手。
          ※状況に応じ、雨具、バケツ、ドライバーなどは各自判断で。

【日時】3月 21日（土）12時集合、15時終了予定
【集合場所】瀬長島バッティングセンター西側駐車場
【対象】小学生以上、那覇市在住・在勤の方  ※中学生以下は保護者同伴
【申込】3月 6日（金）より受付開始  （環境保全課  951-3229）
※電話か直接窓口へお申込ください。
【定員】40名  先着順　　【参加費】無料
【服装】ぬれてもいい服（膝までぬれます）、飲み物、ぬれても良い靴（雨靴・運動靴など
　　　　岩場を歩けるもの。但しサンダルなど素肌を露出する履物は不可）、軍手。
          ※状況に応じ、雨具、バケツ、ドライバーなどは各自判断で。
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ハ
イ
サ
イ
市
民
課・学
務
課
臨
時
窓
口
開
設

旧
新
都
心
銘
苅
庁
舎
が
「
な
は
市
民
協
働
プ

ラ
ザ
」
と
し
て
4
月
1
日
か
ら
新
し
く
開
設

す
る
こ
と
に
伴
い
、
左
記
の
各
セ
ン
タ
ー
が

休
館
・
移
転
と
な
り
ま
す
。

【
休
館
期
間
】

「
那
覇
市
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

3
月
25
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

「
那
覇
市
協
働
大
使
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

3
月
7
日
（
土
）
〜
31
日
（
火
）

移
転
後
は
、
両
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、

「
な
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
4

月
1
日
（
水
）
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
な
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
を

行
う
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　 

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課

☎
8
6
1
・
3
8
4
6

問 な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
開
設
に
伴
う

休
館
・
移
転

転
勤
・
進
学
な
ど
に
伴
い
転
出

入
が
大
変
多
く
な
る
た
め
、
ハ

イ
サ
イ
市
民
課
と
教
育
委
員
会

学
務
課
の
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。（
本
庁
舎
自
動
交
付
機
も

臨
時
稼
働
し
ま
す
）

【
開
設
日
】

3
月
28
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
、

4
月
4
日
（
土
）
、
5
日
（
日
）

【
開
設
時
間
】
9
時
〜
17
時

【
取
扱
業
務
】

ハ
イ
サ
イ
市
民
課
①
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
等
証
明
な
ど
の
交
付
②
住
民

異
動
届
（
転
入
・
転
出
・
転
居

な
ど
）
と
そ
れ
に
伴
う
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金
の
加
入
・

喪
失
に
関
す
る
届
け
の
受
付
③

印
鑑
登
録
④
出
生
、
婚
姻
届
な

ど
の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
の
受

付学
務
課
①
新
入
学
手
続
き
②
指

定
校
変
更
手
続
き

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　
証
な
ど
）
②
印
鑑
（
ハ
イ
サ

　
イ
市
民
課
は
来
庁
さ
れ
る
方
、

　
学
務
課
は
保
護
者
の
方
の
も
の
）

※

代
理
人
の
場
合
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　 

ハ
イ
サ
イ
市
民
課

☎
8
6
2
・
3
2
7
4

／
学
務
課
☎
9
1
7
・
3
5
0
5

問

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
制
度

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
の
認
定
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
を
受
け
た
低
炭
素

建
築
物
は
次
の
よ
う
な
優
遇
措
置
を
受
け
る

問 こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
優
遇
措
置
】
①
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
制
度
に

お
け
る
優
遇
措
置
、
登
録
免
許
税
の
減
税
措

置
②
容
積
率
の
緩
和

【
認
定
基
準
概
要
】
①
屋
根
・
壁
な
ど
の
断

熱
が
基
準
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
②
消
費

電
力
の
少
な
い
暖
冷
房
・
照
明
・
給
湯
な
ど

の
機
器
・
設
備
を
使
用
し
て
い
る
③
低
炭
素

化
に
資
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
（
節
水

対
策
、
木
材
の
使
用
な
ど
）

※

認
定
に
関
し
て
は
建
物
の
構
造
や
使
用
す

る
設
備
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

低
炭
素
建
築
物
と
は

建
築
物
の
建
設
時
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
建

築
物
で
生
活
を
す
る
に
当
た
っ
て
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
住
宅
で

特
定
行
政
庁
が
そ
の
認
定
を
行
っ
た
も
の
。

　 

建
築
指
導
課
☎
9
5
1
・
3
2
4
4

新
都
心
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
新
都
心
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
「
銘
苅
証
明
発
行
セ
ン

タ
ー
」
へ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
の
名
称

変
更
に
伴
う
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を
は

じ
め
所
在
地
や
利
用
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　 

ハ
イ
サ
イ
市
民
課
☎
9
5
1
・
3
2
0
5

問

平
成
27
年
度
入
学
の
就
学
支
度
資
金

貸
付
の
申
請
は
3
月
31
日
ま
で
で
す

母
子
、
父
子
、
寡
婦
家
庭
の
自
立
を
促
す
た

め
、
そ
の
子
が
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
際
、

必
要
な
資
金
（
修
学
資
金
、
就
学
支
度
資

金
）
な
ど
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
就
学
支
度
資
金
の
申
請
受
付
は
3
月
31

日
ま
で
で
す
。
そ
の
他
の
貸
付
金
の
種
類
や

連
帯
保
証
人
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
対
象
が

父
子
家
庭
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
26

年
10
月
号
掲
載
）
。

 

　 

子
育
て
応
援
課
☎
8
6
1
・
6
9
5
1

問平
成
26
年
度
那
覇
市
国
保
特
定
健
診

の
受
診
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す

お
近
く
の
健
診
機
関
の
ほ
か
、
次
の
会
場
で

も
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
国
保
証
（
コ

ス
モ
ス
色
）
を
持
参
の
上
、
お
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

【
那
覇
市
立
病
院
】

　 

3
月
15
日
（
日
）
受
付
8
時
〜
9
時

○
胃
（
バ
リ
ウ
ム
の
み
）・
大
腸
・
肺
が
ん
検

診
も
同
時
実
施
（
予
約
は
3
月
9
日
ま
で
。

那
覇
市
立
病
院
☎
0
1
2
0
・
7
8
4
・

1
5
5
）

【
那
覇
市
民
会
館
】

　 

3
月
5
日
（
木
）
6
日
（
金
）
9
日
（
月
）

11
日
（
水
）
16
日
（
月
）
13
時
〜
16
時

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
も
同
時
実
施
。

【
那
覇
市
役
所
】

　 

3
月
2
日
（
月
）
26
日
（
木
）
27
日
（
金
）

13
時
〜
16
時
○
3
月
2
日
は
乳
が
ん
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
診
も
同
時
実
施
。

　 

特
定
健
診
課
☎
8
6
2
・
0
5
6
4

問 日 日 日西
消
防
署
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　 

8
6
6
・
0
1
1
9

　 

8
6
8
・
3
4
4
4

　 

消
防
局
総
務
課
☎
8
6
7
・
0
1
1
9

（新）（旧）問

日 催　　　物 開 演 入  場  料

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※できるだけバス・タクシー等の公共交通をお使い下さい。
※一般のお客様がご入場いただける催物のみを掲載しています。

14（土）

15（日）

19（木）

27（金）

28（土）

20（金）
21（土）
22（日）

第35回吹奏楽の夕べ

チャリティー講演会

第46回定期演奏会

「古典芸能～能羽のあしび～」

琉球箏曲興陽会
創立75周年記念公演

古美術骨董部会
「骨董アンティークフェア」

18:30

19:00

17:00

10:00

14:00
18:00

14:00
18:30

一　　般 ¥600
小・中・高 ¥400

¥1,500 

¥2,500

¥800

¥1,500

入場無料

※3月23日～4月6日の平日は窓口が大変混み合います。（特に月曜・休日明
けの開庁日）市ホームページ上に「窓口混雑予想カレンダー（3月～5月分）」

を掲載します。※「なは市民カード（印鑑登録証）」・「住民基本台帳カード」をお持ちの方で自動交付機
ご利用の暗証番号を登録している方は、市内5か所に設置している自動交付機もぜひご利用ください。

ハイサイ市民課よりお知らせハイサイ市民課よりお知らせ

※主催者・催物の都合により変更することもあります。

日 催　　　　　物 開演 入　場　料
Trun‘pe'tQuartetぺぐる　The　3rd　LIVE

平成26年度　学校法人フジ学園グループ卒業式

第6回　ピアノオーディション受賞者コンサート
第49回首里高等学校合唱部　定期演奏会
那覇市立　上山中学校　吹奏楽部　定期演奏会

同志社大学マンドリンクラブ　沖縄公演

沖縄尚学高等学校　合唱部　第11回　定期演奏会
本宮寛子ソプラノリサイタル

新作うちなー芝居　思鶴物語

天久小合唱部コンサート

チャンチャン劇団　第2回　沖縄公演　のら&ドラ　オープン ザ ドリーム

第23回　あけもどろ総合文化祭　演劇部会　「染屋の恋唄、夜半の月」

沖縄対策本部　歴史戦講演会 「最終局面に達した沖縄の歴史戦」
～郷土沖縄の誇りを取り戻す戦い～

邦楽部会　「邦楽の夕べ」

歌謡部会　「春の歌謡祭典」
声楽・合唱部会　「声楽・合唱の夕べ」

総合文化部会「バラエティー文化芸能」

ピアノ部会「ピアノのひびき」

19:00

14:00
19:00
18:30
17:00

19:00

17:00
18:00
13:00
19:00
18:00

18:30
19:00
19:00
19:00

19:00

18:00

14:30
18:30

大　人 ¥2,000
高校生以下 ¥1,000
未就学児　 無料

2（月）

5（木）
6（金）
7（土）
8（日）

9（月）

13（金）
14（土）
15（日）
16（月）
21（土）
22（日）
25（水）
26（木）
27（金）
28（土）

29（日）

30（月）

無料
¥990
¥1,000
¥980

¥500

¥1,000

¥300
¥300
¥2,500

¥1,000

¥500

¥1,000 （当日¥200増し）
大人¥1,000  学生¥500

¥2,500（当日¥300増）
一般¥800　学生¥500

一般¥1,500  学生¥1,000

一般¥2,500※7名様以上から
団体割引¥2,000
中高生¥1,500（要、学生証提示）
小学生¥1,000

第23回
あけもどろ総合文化祭　

第23回
あけもどろ総合文化祭　

那覇市民ギャラリー パレットくもじ６ F
2015年3月3日～3月29日（月曜休館）  ☎８６７-７６６３

3/24(火)

～

3/29(日)

3/3(火)

～

3/8(日)

3/10(火)

～

3/15(日)

那覇市文化協会
第23回　あけもどろ総合文化祭
書道・生活美術合同展

（那覇市文化協会　仲田　美加子）

全　　  室

 【書道・人形・ちぎり絵・押し花・琉球手まり】

全　　  室
那覇市文化協会
第23回　あけもどろ総合文化祭
美術工芸・写真合同展

（那覇市文化協会　仲田　美加子）

  【絵画・彫刻・陶芸・ガラス工芸・デザイン・写真】

第3展示室

3/17(火)

～

3/22(日) 四季の会　第17回　写真展
 【写真】

第1展示室 与那覇　房子　個展
  【絵画】

（与那覇　房子）

（四季の会　中島　脩）

第3展示室 中石　清重　水彩画展
 【絵画】

第1展示室 フォトサークル「彩」　第7回　写真展
  【写真】

（フォトサークル「彩」　宮城　行一郎）

（中石　清重）



問

問問問

申

申

申

内

内

102015年（平成27年）3月

平
成
27
年
度

文
化
財
課
非
常
勤
職
員
候
補
者
募
集

環
境
推
進
員（
動
物
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー・

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
）の
募
集

問問

対

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

定

定

定

対

問 対
定

期申 平
成
27・28
年
度
那
覇
市
道
路
施
設
等

緊
急
修
繕
工
事
業
者
の
募
集

【
清
算
徴
収
金
の
納
付
期
限
に
つ
い
て
】

納
付
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。期
限
内
納

付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、一
括
納

付
が
困
難
な
方
は
、分
割
納
付
の
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
清
算
交
付
金
に
つ
い
て
】

交
付
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

  

区
画
整
理
課
☎
８
６
２
・
９
１
３
７

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
経
由

で
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る「
デ

ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」
は
３
月
31
日
に
終
了

し
ま
す
。く
わ
し
く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い（「
総
務
省  

デ
ジ
ア
ナ
」で

検
索
）

　

 

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

【
特
別
障
害
者
手
当
】心
身
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳

以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。た
だ
し
、福

祉
施
設
等
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
通
所

は
除
く
）
し
て
い
る
場
合
や
病
院
に
３
か
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
は
除
く
。

○
月
額
２
６
０
０
０
円

○
支
給
月（
２
・
５
・
８
・
11
月
）

【
障
害
児
福
祉
手
当
】心
身
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
、
又
は
入
院

中
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。た

だ
し
、福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
は
除

く
。

○
月
額
１
４
１
４
０
円 

○
支
給
月（
２
・
５
・
８
・
11
月
）

※

両
手
当
と
も
所
得
に
応
じ
て
手
当
の
支
給

制
限
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

 

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

４
月
１
日
か
ら
軽
自
動
車
の
税
率
が
変
更
さ

れ
ま
す
。４
月
１
日
以
後
に
最
初
の
新
規
検
査

を
受
け
る
車
両
は
表
中
の
新
税
率
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。な
お
４
月
１
日
の
登
録
は
平
成

27
年
度
分
か
ら
課
税
４
月
２
日
以
後
の
登
録

は
平
成
28
年
度
分
か
ら
課
税
と
な
り
ま
す
。

※

二
輪
車
の
税
率
引
き
上
げ
時
期
は
平
成
28

年
４
月
１
日
に
延
期
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

 

税
制
課
☎
８
６
２
・
９
９
０
３

【
職
種
】資
料
整
理
補
助
員

【
業
務
内
容
】発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
洗
浄
・
接

合
、資
料
整
理
な
ど【
報
酬
】日
額
５
４
６
０

円【
勤
務
日
・
時
間
】月
〜
金（
週
５
日
勤
務
）

10
時
〜
17
時　

  

若
干
名

　

 

所
定
の
採
用
申
込
書（
兼
履
歴
書
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
写
真
を
添
付
し
て
提
出
。随

時
受
付
。経
歴
・
経
験
に
よ
り
職
種
・
報
酬
日

額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

採
用
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　

 

文
化
財
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
１

【
動
物
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー
】

　

 

犬
や
猫
の
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発

　

 

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
を
推
進
す
る

市
の
施
策
に
協
力
で
き
る
方

女性とからだセミナー
産婦人科医に学ぶ「更年期症状のケアと気になる病気」
講師：西垣  はな絵（たから産婦人科  医師）
　 ３月６日(金)19時～20時半　　なは女性センター第2学習室
　 関心のある方　　50人(事前申込先着順)
※一時保育(２歳児以上未就学児)・手話通訳をご希望の方は2月27日(金)17時まで。

児童買春、誰をどう罰するのか  ～子どもの性を買うおとな～
講師：矢野  恵美(琉球大学大学院法務研究科准教授)
　 ３月20日(金)19時～20時半　　なは女性センター第２学習室
　 関心のある方　　50人(事前申込先着順)
＊一時保育(2歳児以上未就学児)・手話通訳をご希望の方は3月13日(金)17時まで。

「トートーメー（位牌）」継承問題とジェンダー  ～タブーはなぜ、うまれたのか？～
講師：宮城　晴美（沖縄女性史家）
　 ３月28日(土)14時～16時　　なは女性センター第２学習室
　 関心のある方　　50人(事前申込先着順)
※一時保育(2歳児以上未就学児)・手話通訳をご希望の方は3月20日(金)17時まで。

募
集

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の「
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
」は
３
月
31
日
に
終
了
し
ま
す

特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福
祉

手
当
制
度

真
嘉
比
古
島
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
対
象

者
の
方
へ

　

 

８
人
以
内 　

 

３
月
27
日（
金
）ま
で
に
環

境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
】

　

 

地
球
温
暖
化
の
現
状
や
対
策
、省
エ
ネ
行

動
な
ど
を
広
め
る
活
動　

 

環
境
保
全
活
動
、

市
民
の
自
主
的
活
動
な
ど
に
つ
い
て
豊
か
な

知
識
、経
験
お
よ
び
熱
意
を
有
し
、指
導
お
よ

び
助
言
が
で
き
る
方　

 

15
人　

 

３
月
27
日

（
金
）ま
で
に
環
境
政
策
課
窓
口
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
。

【
郵
送
】那
覇
市
泉
崎
一
丁
目
一
番
一
号

環
境
政
策
課
宛
て

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】９
５
１
・
３
２
３
０

　

 

動
物
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て（
環
境
衛

生
課
）☎
９
５
１
・
１
５
３
０
／
エ
コ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て（
環
境
政
策
課
） 

☎
９
５
１
・
３
３
９
２

市
の
管
理
す
る
市
道
、農
道
、里
道
、及
び
モ
ノ

レ
ー
ル
自
由
通
路
・
広
場
に
お
け
る
道
路
施
設

及
び
道
路
付
属
物
の
修
繕
工
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
道
路
施
設
】車
道
、歩
道
、中
央
分
離
帯
、橋

な
ど
。

【
道
路
付
属
物
】共
同
溝
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、ガ

ー
ド
パ
イ
プ
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
。

　
 

①
契
約
検
査
課
に
登
録
さ
れ
て
い
る
工
事

格
付
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
市
内
土
木
業
者
②
24
時
間

体
制
で
、緊
急
時
対
応
が
可
能
③
３
年
以
上
の

道
路
工
事
等
経
験
者（
主
任
技
術
者
の
配
置

を
行
う
が
現
場
代
理
人
と
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
る
が
、申
請
時
点
で
３
か
月
以
上
の
雇
用
関

係
に
あ
る
こ
と
）④
賠
償
責
任
保
険
、車
両
保

険
、労
災
保
険
、法
定
外
労
災
保
険
の
全
て
に

加
入
し
て
い
る
⑤
緊
急
時
対
応
で
資
材
調
達

と
次
に
掲
げ
る
機
械
器
具
な
ど
を
確
保
で
き

る（
掘
削
機
械
、運
搬
車
両
、路
面
カ
ッ
タ̶

、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、転
圧
機
械
、保
守
機
材
な

ど
）    

30
社（
申
請
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
）

　

 

３
月
２
日（
月
）〜
３
月
13
日（
金
）平
日
８

時
半
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

　

道
路
管
理
課
へ
申
請
書
を
持
参
し
受
付

（
郵
送
受
付
不
可
）

　

 

道
路
管
理
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
７

日 場
対 定

日 場
対 定

日 場
対 定

３月の就職支援講座　※就職活動中の方ならどなたでも受講できます。（先着順）
講　座 開催日 講座内容

中高年向け就活道場
10時～17時（定員10人）
就職支援ミニセミナー
午前11時～正午

14時～15時（定員8人）
お仕事説明会

14時～16時（定員20人）

就職活動チャレンジセミナー
14時～16時（定員20人）

パソコン基礎講座３日間
＋個別相談1日
10時～17時　
（定員10名）

3月20日(金)

3日（火）

19日（木）

9日(月)

10日（火）

12日（木）

17日（火）

11日（水）

就職活動の基礎、履歴書の書き方・面接対
策と個別相談

Iターン、Uターン者向け  就職活動基礎講座

ビジネスマナー講座シリーズ！
～来客応対編～

ＰＣの基礎（ワード・エクセル・インター
ネット等の機能説明）

午前　応募書類の書き方講座
午後　応募書類書き方演習

＊PC講座のみ那覇市民で求職登録をしている方限定です。申し込み
の際にはハローワークカード（期間有効のもの）をお持ちください。

印象アップ

4日（水）コールセンターのお仕事編

就職のための資格

文字入力練習

各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
予
約
必
要
。お
申
し
込
み
は
市
役
所

１
階
の
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
直
接
来
所
。講
座
実
施
会

場
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、来
所
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
開
所
時
間
／
平
日
９
時
〜
18
時
ま
で

税率（年額）

三 輪

車種区分

乗用

貨物用

四輪
以上

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

◎新税率
（平成27年4月1
日以後に最初の
新規検査を受け
る車両のみ）

自家用
営業用
自家用
営業用

日曜日・祝日・慰霊の日・12月29日～1月3日



琉球舞踊 / うどぅい福楽 他

八重山舞踊 /
勤王流八重山舞踊 無錆之会

うちなー芝居 /
嘉陽田朝裕　春の特別講演

創作舞踊＆ハワイアン琉球民謡
うりずん＆踊い飛琉

〔利用時間〕 月9時~18時  火~日9時~22時 ☎868-7810
那覇市ぶんかテンブス館

4F テンブスホール

19時

5
（木）

日 費  用木曜芸能公演 主催/問合せ先開演

開催日 料 金内　容 主催/問合せ先
3F ギャラリー

那覇市ぶんか
テンブス館
098-868-7810

17時
19時

19
（木）

26
（木）

19時

17時
19時

12
（木） 一 般 1,260円

中 高 1,050円
小 人    630円

輸入食器専門店創美主催
沖縄ガレージセール

UFO・ミステリーサークル
パネル展＆講演会

無料

無料

株式会社創美
042-352-6345
JRM沖縄支部
090-6520-6850
（タンバ）

3/ 6～ 8
    10～18

3/15
13:30～16:00

生
ご
み
処
理
機
、

処
理
容
器
を
ご
購
入
の
方
へ

一
般
市
民
対
象「
救
命
講
習
」

資
源
化
物
を
拠
点
回
収
す
る
団
体
へ
の

奨
励
金

健
康
講
演
会「
血
管
を
守
ろ
う
〜
透
析

患
者
が
語
る
生
活
習
慣
病
予
防
〜
」

那
覇
ま
ち
ま
〜
い
と
廻
る
！

な
は
ま
ち
ぐ
ゎ
ー
探
検
隊
！

世
界
遺
産
解
説
会

消
防
フ
ェ
ア
in
さ
い
お
ん
ス
ク
エ
ア

第
13
回
那
覇
市
障
が
い
者
美
術
展

島
ぜ
ん
ぶ
で
お
ー
き
な
祭

第
７
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

催
し
物

教
室・講
座

①
広
報
紙・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・市
民
便
利

　
帳
広
告
枠
売
買
の一般
競
争
入
札
、

②
広
報
紙
印
刷
製
本
業
務
の
制
限
付
き

　
一般
競
争
入
札

　

 

消
防
局（
銘
苅
）４
階
講
堂

　

 

Ⅰ
：
心
肺
蘇
生
法（
主
に

成
人
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
／

Ⅲ
：
心
肺
蘇
生
法（
主
に
乳

児
お
よ
び
小
児
）、Ａ
Ｅ
Ｄ

取
扱
い

　

 

市
在
住
・
在
勤
者　

 

　

 

先
着
24
人（
同
時
に
２
人

ま
で
申
込
可
能
）

　

 

救
急
課
☎
８
６
７
・
１
１

９
９

案
内
親
方
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
世
界
遺
産

の「
識
名
園
」「
玉
陵
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

 
３
月
15
日（
日
）

　

 

識
名
園（
９
時
〜
10
時
）・
玉
陵（
11
時
〜
12

時
）い
ず
れ
も
券
売
所
前
に
５
分
前
に
集
合

　

 

無
料　

 

直
接
集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

 

文
化
財
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
１

　

 

３
月
７
日（
土
）12
時
〜
16
時

　

 

さ
い
お
ん
ス
ク
エ
ア　

 

は
し
ご
車
、濃
煙
、

水
中
カ
メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦
体
験
、ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー･

レ
ス
キ
ュ
ー
ナ
ー
フ
ァ

※
は
し
ご
車
体
験
は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

 

予
防
課
☎
８
６
７
・
０
２
１
２

　

 

３
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）10
時
〜
18
時

　

 

県
立
博
物
館
・
美
術
館
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

 

絵
画
、写
真
、書
、陶
工
芸
な
ど
の
作
品
展
示

　

 

無
料

【
申
請
書
配
布
】3
月
2
日（
月
）〜
13
日

（
金
）秘
書
広
報
課（
市
役
所
５
階
）の
窓
口

で
受
け
取
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
申
請
期
限
】3
月
13
日（
金
）ま
で
に
窓
口

ま
た
は
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

 

秘
書
広
報
課
☎
８
６
２
・
９
９
４
２

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
処
理
容
器
を
購
入
す

る
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※

必
ず
、ご
購
入
前
に
廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

生
ご
み
処
理
機
：
１
世
帯
１
台
ま
で
、

　

 

生
ご
み
処
理
容
器
：
１
世
帯
２
台
ま
で

【
金
額
】本
体
価
格
の
３
分
の
２(

上
限
３
万
円)

　

 

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

ご
み
の
減
量･

資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
資
源
化
物（
古
紙
類
・
飲

料
缶
）を
回
収･

保
管
し
、市
に
引
き
渡
す
団

体
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

 

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
構
成
さ
れ
、定
期

的
に
総
量
2
0
0
㎏
程
度
の
資
源
化
物
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

【
金
額
】紙（
５
円
／
㎏
）、ア
ル
ミ
缶（
１
０
０

円
／
㎏
）、ス
チ
ー
ル
缶（
15
円
／
㎏
）

　

 

事
前
に
廃
棄
物
対
策
課
に
登
録
が
必
要

　

 

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

健
診
の
重
要
性
を
透
析
患
者
が
自
ら
の
体
験

を
踏
ま
え
、わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　

 

３
月
26
日（
木
）14
時
〜
15
時
半

　

 

那
覇
市
保
健
所
３
階
大
会
議
室

　

 

市
在
住　

 

申
込
み
不
要

　

 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

　

 

那
覇
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
８
８
５
・
９
４
４
４

桜
坂
劇
場
や
て
ん
ぶ
す
那
覇
前
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、29
日

（
日
）に
は
国
際
通
り
レ
ッ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

 

３
月
29
日（
日
）12
時
〜
14
時

　

 

国
際
通
り

※

周
辺
地
域
や
路
線
バ
ス
ご
利

用
の
み
な
さ
ん
へ
当
日
は
国
際
通
り
の
交
通
規

制
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
は
応
援
団
員
募
集
！「
な
は
応
援
団
」と
し
て

広
報
活
動
や
清
掃
活
動
に
参
加
し
て
、沖
縄
国

際
映
画
祭
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？
映

画
鑑
賞
割
引
な
ど
の
団
員
特
典
も
あ
り
ま
す
。

【
年
会
費
】一
般（
高
校
生
以
上
）一
口
２
千
円
、

（
中
学
生
以
下
）一
口
１
千
円
、法
人
会
員
一
口

１
万
円

　

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、年
会
費

を
添
え
て「
な
は
応
援
団
」事
務
局（
那
覇
市

観
光
協
会
内
）に
提
出
す
る
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
８
８
０
・
６
８
９
３

　

 

那
覇
市
観
光
協
会
☎
８
６
２
・
１
４
４
２

ま
ち
ぐ
ゎ
ー（
市
場
）の
魅
力
を
ガ
イ
ド
と
一
緒

に
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

３
月
14
日（
土
）11
時
〜
12
時

　

 

て
ん
ぶ
す
那
覇
前
広
場　

 

無
料

　

 

那
覇
市
・
ま
ち
ぐ
ゎ
ー
案
内
所

☎
９
４
３
・
２
１
１
０

普通救命講習Ⅰ
14時～17時
普通救命講習Ⅲ
14時～17時

３月６日(金)９時～
電話受付のみ
３月13日(金)9時～
電話受付のみ

３月10日
(火)

３月18日
(水)

日 講座・時間 受付開始日
※１団体2人まで

問 問

問問

問問 問場 日 申

対対対

対定場場場

場

内

内 日日

日

日

問

問費費

費

申

申

申

場

場内

日 問

2015 年（平成27年）3月11



開館時間 10 時～ 19 時　木曜休館　☎ 869-5266 

市民・事業者・行政が支え合う協働のまちづくりに取り組む団体、個人を紹介します。

第48回  銘苅  春雄さん（協働によるまちづくり推進協議会 会長）

未来のコミュニティにつなげる活動

　「
役
所
の
片
棒
担
い
で
！
っ
て
言
わ
れ
た

さ
ぁ
〜
」と
笑
顔
で
話
す
銘
苅
春
雄
さ
ん
。協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
に

就
任
し
た
頃
、周
囲
か
ら
言
わ
れ
た
よ
う
で

す
が
、最
近
で
は「
協
働
」が
定
着
し
た
の
か
、

言
わ
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す（
笑
）。

　
平
成
20
年
に
協
働
大
使
の
委
嘱
を
受
け
た

あ
と
も「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」や「
大

使
の
役
割
」と
は
何
か
と
模
索
し
て
い
た
さ

な
か
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。「
自

治
体
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。危
機

的
な
状
況
に
は
地
域
の
結
び
つ
き
が
必
要
」

と
話
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
が
互
い

を
助
け
支
え
あ
う
力
に
な
る
、と
あ
ら
た
め

て
実
感
。ま
た
、住
民
や
民
間
の
力
を
借
り
て

課
題
を
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
、そ
れ
が「
協

働
」な
ん
だ
と
活
動
す
る
な
か
で
体
感
し
た

そ
う
で
す
。「
協
働
に
ル
ー
ル
は
無
い
が
、協

働
大
使
の
活
動
は
将
来
へ
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
る
」と
、銘
苅
さ
ん
は
未
来

を
思
い
描
き
活
動
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
安
全・

安
心
な
那
覇
を
近

い
未
来
に
思
い
描

く
こ
と
が
銘
苅
会

長
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
協

働
大
使
が
集
う
地
域・分
野
ご
と
の「
ゆ
ん
た
く

会
」や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

な
ど
、大
使
の
活
動
を
様
々
な
視
点
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。事
業
の
成
功
の
裏
に
は
大
使
の

み
な
さ
ん
の
活
躍
が
カ
ギ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
4
月
か
ら
は
新
都
心
銘
苅
庁
舎
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、「
協
働
大
使
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」と「
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

統
合
し
た
、「
な
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
、自
治
会・Ｐ
Ｔ
Ａ・婦
人
会
連
合

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
様
々
な
団
体

が
入
居
し
ま
す
。大
使
の
み
な
さ
ん
や
色
ん
な

団
体
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」が
、那
覇
市
全
体
に
広
が
っ
て
い

け
ば
と
思
い
ま
す
。

博 物 館 t o p i c s博 物 館 t o p i c s

開館時間 10 時～ 18時（入館は 17 時半まで） ☎ 862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762 

サ
ン
シ
ン
の
日
関
連
特
別
企
画

歴
史
博
物
館
所
蔵
三
線「
友
寄
開
鐘
」演
奏
会

「
開
鐘
の
調
べ
」

ケ
ー
ジ
ョ
ウ

　
　
　
　し
ら

ト
ゥ
ム
シ     

ケ
ー
ジ
ョ
ウ

４月３日はシーサーの日

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報

　シーサーは、魔よけや災難よけとして、屋敷の屋根や門柱に備え付けられ、そこに住
む家族の健康や生活を見守ってきました。そのシーサーも、今では全国で認知されるよ
うになり、沖縄のシンボルとして、海や空の玄関口、公園や広場、観光施設等あちらこ
ちらに建立され、私たち市民・県民の生活を見守ってくれています。
　そんなシーサーをやちむんシーサー発祥の地・壺屋か
ら全国に向けて発信するイベントが毎年４月３日（シー
サーの日）に開催されています。今年で14回目を迎える
シーサーの日のイベント、この機会に壺屋に遊びにきま
せんか？
　くわしくは、市民の友４月号にて掲載予定です。お楽
しみに!!

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
文
化
協
会
　う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

　事
務
局
長
　名
嘉
山
秀
信

　☎
0
9
8・8
6
1・1
9
0
9

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課  

☎
8
6
1
・
3
8
4
6

あじくーたーうちなーぐちや

今
月
の
テ
ー
マ

浜
下
り

お
問
い
合
わ
せ

　
那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
は
、
現
在
三
線
の
名
器
二
丁
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。二
丁
の
三
線
は
、
３
月
４
日
の「
サ

ン
シ
ン
の
日
」に
合
わ
せ
、
３
月
中
は
、
尚
家
文
書
の「
湛

水
流
工
工
四
」（
一
冊
）と「
野
村
流
工
工
四
」（
四
冊
）と
と

も
に
毎
年
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
二
丁
の
う
ち
、
一
丁
は「
友
寄
開
鐘
」と
い
い
、
か
つ
て

は
、
首
里
の
中
城
御
殿（
旧
尚
王
家
邸
、
元
の
県
立
博
物
館

跡
地
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
開

鐘
」と
は
、
夜
明
け
に
突
く
鐘
の
音
の
こ
と
で
、
遠
く
ま
で

響
き
渡
る
例
え
か
ら
真
壁
型
の
三
線
の
名
器
に
付
け
ら

れ
た
別
称
で
す
。「
友
寄
開
鐘
」は

東
風
平
の
友
寄
村
か
ら
、
そ
の
音

色
が
首
里
ま
で
聞
こ
え
た
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
丁
は
「
宮
城
の
真
壁
」

と
呼
ば
れ
、野
村
流
の
始
祖 

野
村

安
趙
の
高
弟
松
村
真
信
の
娘
婿

で
、
琉
球
古
典
音
楽
野
村
流
松
村

統
弦
会
の
創
始
者
で
あ
る
宮
城

嗣
長
氏
が
作
製
し
た

も
の
で
す
。こ
の
二

丁
は
、平
成
22
年
に
、

仲
村
善
信
氏
（
野
村

流
古
典
音
楽
保
存
会

師
範
）
の
仲
介
に
よ

り
、
宮
城
嗣
長
氏
の
ご
子
息
宮
城
嗣
幸
氏
（
統
弦
会
名
誉

会
長
）よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
初
企
画
と
し
て
、
展
示
中
の
こ
れ
ら
の
三
線
を

取
り
出
し
、実
際
に
演
奏
を
行
い
ま
す
。三
線
演
奏
は
、仲

介
者
で
あ
っ
た
仲
村
善
信
氏
、
箏
の
伴
奏
は
高
江
洲
順
子

氏（
琉
球
箏
曲
興
陽
会
師
範
）が
行
い
ま
す
。こ
の
機
会
に

名
器
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期

２
月
27
日（
金
）〜
４
月
１
日（
水
）

《
「
三
線
・
尚
家
本
工
工
四
」
展
示
》

期
３
月
６
日（
金
）〜
４
月
１
日（
水
）

一
般
　
3
0
0
円

費 日

３
月
８
日（
日
）14
時
〜
15
時
／
３
月
14
日（
土
）14
時
〜
15
時

《
三
線
演
奏
会
》

那
覇
市
歴
史
博
物
館
展
示
室
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

※
演
奏
日
の
13
時
30
分
〜
15
時
の
間
『
入
館
料
無
料
』

場
国
宝
尚
家
衣
裳
3
月
の
特
別
展
示

「
桃
色
地
の
衣
裳
」

▲「友寄開鐘」（左）「宮城の真壁」（右）

▲「友寄開鐘」

壺屋うふ（大）シーサー▶

城岳幼稚園の園児が作ったシーサーを展示いたします。
園児たちの個性あふれる作品をぜひご覧ください。
（主催：那覇市立城岳幼稚園）
日２月25日（水）～3月8日（日） 場 ３階  企画展示室 無料費

城岳幼稚園シーサー展

ご
馳
走 

詰
み
て
ぃ

海
岸
ん
か
い
行
ち
ゅ
ん
ど
ー

〈
出
演 

N
P
O
法
人 

那
覇
市
街
角
ガ
イ
ド

　
川
満
冷
子（
右
）・
我
喜
屋
千
夏（
左
）〉 ロケ地：まちぐゎー案内所「ゆっくる」

我 

友
達
ん 

連
り
て

ゆ
た
さ
い
び
ー
が
や
ー

〈
説
明
文
〉

　
そ
の
昔
、
あ
る
美
し
い
姫
君
が
魔
物（
蛇
）

の
子
を
身
ご
も
り
、
海
水
で
身
を
清
め
た
ら

元
の
体
に
戻
り
ま
し
た
。三
月
三
日
の
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
潮
干
狩
り
が
定
番
で
す
が
、
サ
ン

グ
ワ
チ
ャ
ー（
三
月
祭
り
）と
言
っ
て
、
女
の

子
の
た
め
、
ご
馳
走
を
持
っ
て
浜
下
り
し
遊

ぶ
風
習
が
あ
り
ま
す
。

〈
例
文
〉

祖
母
　
チ
ル
ー
小
、
明
日
や
旧
ぬ
三
月

　
　
　
三
日
ど
ー
。

　
　
　
重
箱
ん
か
い
ご
馳
走
詰
み
て
ぃ

　
　
　
家
族
さ
ー
に
海
岸
ん
か
い
行

　
　
　
ち
ゅ
ん
ど
ー
。

孫
娘
　
あ
ん
や
い
び
ー
さ
　
っ
ん
み
ー

　
　
　
た
い
。我
友
達
ん
連
り
て
ゆ
た

　
　
　
さ
い
び
ー
が
や
ー
。

祖
母
　
い
ー
し
む
ん
ど
ー
。遊
び
ぬ
美

　
　
　
ら
さ
や
人
衆
ぬ
す
な
わ
い
ん

　
　
　
で
ぃ
言
さ
。

〈
和
訳
〉

祖
母
　
チ
ル
ー
小
、
明
日
は
旧
暦
の
三

　
　
　
月
三
日
だ
よ
。
重
箱
に
ご
馳
走

　
　
　
を
詰
め
て
家
族
で
浜
下
り
・
三

　
　
　
月
遊
び
に
い
く
よ
。

孫
娘
　
は
い
、
お
婆
さ
ん
。私
の
友
達
も

　
　
　
連
れ
て
い
っ
て
い
い
ね
ぇ
？

祖
母
　
あ
あ
い
い
よ
。
人
が
多
い
ほ
ど 

　
　
　 

楽
し
い
と
い
う
さ
。

は 

ま 

う 

り

ぐ
ゎ
ー

あ
ち
ゃ
ー

サ
ン
グ
ヮ
チ

ミ
ッ
チ
ャ
ー

く
わ
っ
ち
ー

や
ー
ぐ
な

は
ー
ま

わ
ん
ど
ぅ
し
ん
ち
ゃ
ー

ち

に
ん
じ
ゅ

　

あ
し

ち
ゅ

ち

サ
ン
シ
ン

ま

　か
べ

こ
ち
ん
だ

と
も 

よ
せ 

む
ら

み
や  

ぎ

の

　む
ら

あ
ん
ち
ょ
う

ま
つ
む
ら

　し
ん
し
ん

と
う  

げ
ん  

か
い

た
ん

し
ち
ょ
う

な
か
む
ら  

よ
し
の
ぶ

し
こ
う

た
か  

え

　
  

す

　じ
ゅ
ん
こ

そ
う
き
ょ
く
こ
う 

よ
う 

か
い

し
ょ
う
け

ナ
カ
グ
ス
ク 

ウ
ド
ゥ
ン

す
い
り
ゅ
う 

ク
ン
ク
ン
シ
ー

く
わ
っ
ち
ー  

ち

わ
ん 

ど
ぅ
し
ん
ち
ゃ
ー
ち

は
ー
ま
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